
 

１ はじめに 

安達地区小中学校事務職員研究会（以下 安達地区事務研）は、２市１村、小学校25校・中学校11

校の36校、学校事務職員36名で組織されている。平成18年度県事務研いわき大会において、「学校事務

を主体的に進めるために ～学校事務運営計画の定着をめざして～」のテーマで研究発表を行った。

学校事務職員が学校経営に参画することが、これまで以上に求められており、そのためには学校全体

の動きと学校事務職員の職務との関わりを明確にする必要がある。求められる役割を果たし、円滑な

学校運営に必要な提案や意見を積極的に発信することによって、学校事務職員の経営参画が実現でき

ると考えた。 

その後の研究内容は次のとおりである。 

 

２ テーマ設定の理由 

安達地区事務研では、これまで次のような研修・研究目標を設定して研究を進めてきた。 

①教育活動における各学校の円滑な予算執行のために学校事務機能のうち財務分野から追究して機

能の充実を図る。 

②変化する社会情勢の中で求められる事務機能をどのように強化するべきか研修・研究に努める。 

③情報の共有化を図り実務・事例研究の成果を学校事務改善へ反映させる。 

その中で、学校運営における「学校予算」の考え方として、公費・私費を総合的にとらえ一つの学

校予算として運営する「学校総会計」という考え方が培われてきた。 

前回の発表以降、「学校事務運営計画」等を各学校で自校化すること、また、自校化に向けた様々な

工夫を交流し、研究を深めてきた。その結果、学校予算(公費・私費)の教育計画への掲載や、別配付

ならではの効果的な説明資料（事務ハンドブック、事務要覧等）を作成し、学校経営に参画するとと

もに、財務分野から子どもの学びを支援する研究を行ってきた。 

いわき大会以降、平成22年度までは、時宜にあった課題を会員の意見から要約してテーマを決め、

課題別内容による班別研修を実施してきた。しかし、平成23年度と平成24年度は東日本大震災と原発

事故による学校現場の混乱から、校内や市村内学校間、教育委員会との連携や確認が重要になったた

め、市村を基本とした班編成とし、震災・原発事故により発生する様々な業務の対応についての確認

や連絡を主とした研究活動を行った。特に被災児童生徒の学用品の確保、集金、就学援助についての

情報交換や取り組みで、子どもの学びを保障するために教育費の無償がいかに重要であるかを再認識

することになった。 

平成24年度の会員への研究内容アンケートから、「学校予算」の内容ととらえ方が各学校や市村単位

で違いがあり、その中で効率的・効果的な「学校予算」運営をしていくためには、市村内または市村
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外での各学校予算を比較分析し、課題を明確にして取り組んでいく必要があることが分かった。 

Ｑ１ 研究・研修の形態として希望するものはどれですか？（ひとつだけ） 

１ 今年度の研修結果から研究課題を明らかにし、今年度と同じ「二本松」２班「本 

宮・大玉」１班の３班による「地区別」研修がよい。               … ７人 

２ 今年度の研修結果から研究課題を明らかにし、「二本松」「本宮・大玉」の「地区 

別」のままで、さらに課題ごとに班をわけた研修がよい。             … 10人 

３ 今年度の研修結果から研究課題を明らかにし、「二本松」「本宮・大玉」の「地区 

別」ではなく、市村を超えた部分に課題を設定した課題別研修がよい。       … １人 

４ その他                                   … １人 

○ 平成29年度の発表について、考えをまとめたあとで決めるのが良いと思います。 

 

Ｑ２ 今年度及び次年度の研究・研修についてご意見があれば記入してください。 

【Ｑ１で「１」を選んだ方】 

○ 地区別研修で、いろいろと教えていただいたり、情報交換ができるのは非常に助かりました。

共同実施について、他地区ではどんな事をしているのか知りたい。 

○ 日ごろの仕事に生かせる研修内容でありがたく感じます。 

○ 地区別研修の中で、公費予算について、各校の実情から新たに要求に結びつけられたこともあ

り、一歩前進できたと感じます。学校会計については、それぞれが先生方にどう周知し、事務部

として絡めるかが必要と感じました。各学校で実践できる研修が必要と思われます。 

○ 市村の分け方は、市村に任せれば良いのではないでしょうか。本宮と大玉で課題が異なるので

すが、それも南達方部の中で考えれば良いと思います。 

【Ｑ１で「２」を選んだ方】 

○ 平成25年度の研修を基に課題を見つけるのであれば、それによって地区全体の中で取り組む必

要があるのではないかと思います。もちろん、小さい班分けは必要になると思います。 

○ 例えば、二本松班の１班・２班の研究内容が重複したりしている部分もあるように思われるの

で、連絡調整を密にし、分担できる部分は分担し、効率的な研修としたい。研修後の内容確認・

交換は詳細にすべきである。 

○ 県大会発表に向けての研究も各班ごとのテーマ・視点を明確にし、プログラム（スケジュール）

に沿った形で進められると良い。 

○ 県事務研で作成した「アクションプラン実行シート」を活用しながら研究課題に向けて会員そ

れぞれが取り組んでみるのも良いかなと思いました。 

○ より身近な課題の解決を図るという意味では地区別で行った研修は有意義だったと思います。

ただ、学校事務職員のあり方が変わりつつある中で、求められている姿が何なのか、何をすべき

なのかに不安を感じることが多く、難しく感じてしまいます。 

だからこそ研修の必要性があるのだと思いますが、今後グループ化による基幹校を中心としたＯ

ＪＴも視野に入れると、事務研で行う一斉研修のような研修のあり方そのものの見直していく必

要があるのではないかと思います。 

○ 事務改善等において、我々学校事務職員はできることから研究を進めてきたが、今後、校長会・

教頭会・市町村教委等の他組織との連携は、共同実施のことを含め、無視できない課題であると

思います。どこまで「連携」をとれるのか、とらないとできないのか難しいです。 

○ 市町村教育委員会や校長会等、他機関との連携が次年度の課題となっているので、二本松市は

二本松市、本宮市は本宮市という地区別研修が良いのではないかと思います。ただ、全体を見通



すような班も必要になってくるのではないかとも感じています。 

○ 研究・研修の体制としては、今まで継続してきた班編制で進めていった方がスムーズに行くの

ではないかと思います。今年度の研修で得た研究課題をさらに深め、明確にして発表に向けた研

究・研修を進められれば良いと思います。 

【Ｑ１で「３」を選んだ方】 

○ 人事異動があるので、「研究グループ」で研修した方が良いと思います。 

 

平成23年度と平成24年度に市村や地域の学校ごとに分かれて活動した結果、私たち学校事務職員の

職務における「財務」領域は非常に重要であることを再認識した。そしてこれが、今回の発表テーマ

の設定につながり、これまで行ってきた財務分野におけるそれぞれの班の継続研究と、学校予算分析

や課題解決に向けた方策についての地区全体の研究を平成25年度から行うことにした。  

 

３ 研究内容（研究活動の中から「財務」分野のみ抜粋） 

 

（１）大玉・本宮班における「学校財務事務の課題解決を図る」課題解決シートの取り組み 

① 目的 

これまで、学校予算について情報交換していく中で、私費負担についても、各学校の共通する

項  目 年  度 内  容 

教育課程と学校財務のあり

方を考える 
平成19～21年度 

○ 備品マップの作成 

○ 学校行事運営に要する経費・物品一覧の作成 

○ 学校事務職員が教育課程へ参画できる手法を

探る 

教育費と就・修学保障制度 平成22年度 
○ 就学援助制度の学習と保護者負担軽減の取り

組み 

学校財務の課題解決を図る 平成23～28年度 
○ 震災と原発事故によって発生した事例に関す

る研修 

会計システムの研究 平成25～26年度 
○ 会計の法的根拠を研究する 

○ 校内会計システムの標準化と自校化をめざす 

公費・市費の分析 平成26年度 
○ 公費・私費負担を分析して予算要求に反映さ

せる 

連携による財務課題の解決 平成26～28年度 

○ 連携の意味を探る 

○ 教職員・子ども・保護者・地域との連携 

○ 市村教育委員会（行政）との連携 

学校予算のあり方 平成28年度 

○ 公費と私費の課題を明らかにする 

○ 教職員の予算意識と相互理解を深めるための

方策を考える 

効果的・効率的な予算執行 

のあり方 
平成28年度 

○ 学校財務システムを工夫する 

○ 効果的・効率的な予算執行について考える 

○ 学校予算の職員・保護者への周知方法につい

て考える 

○ 学校予算における教職員との連携と合意づく

りについて考える 



課題やそれぞれの学校が抱えるシステム上の課題等があることが分かった。お互いに情報交換す

ることで、自校の課題がはっきりし、その解決を図る手立てが見つかるのではないかと考え、「課

題解決シート」による取り組みをすることとなった。 

 

② 実践内容 

課題解決シートでの学校財務事務の改善の取り組みは、安達地区小教研学校事務部の南達方部

班での研究として、平成21年度から始まった。安達地区事務研では、平成24年度より、第３班（大

玉・本宮班）で継続して取り組んできた。各学校が抱える課題・工夫していること・課題解決に

向けた方策を項目ごとに課題解決シートにまとめ、情報の共有や意見交換を行い、次の研修会で

は、前回把握した実態や課題を踏まえ、その後の改善に向けた取り組みや新たに生じた課題等を

報告し合った。また、課題解決に向けた方策を議論し、次年度に改善できる部分について確認し

た。 

課題解決シートによる取り組みとともに、私費負担についての課題解決のため、公費・私費割

合の比較分析と、公費配当予算の比較分析を行った。限られた研修の中で資料を集約し、それら

を分析・共有することで、学校間での１人当たりの私費負担金の差や保護者負担軽減と公費負担

増額の必要性など課題が浮かび上がり、また、私費負担金の額が公費の額に大きく関連している

ことが分かった。そして、公費配当予算の比較分析をすることにより、同一市村内で予算編成の

内容を共有することで新たな公費予算化につながるなど、自校の予算要求につなげることができ

た。 

課題解決シートの結果を見ると、短期間では解決できない問題が多くあるが、研究当初から比

較すると、集金の廃止や減額等保護者負担軽減や公費予算化への取り組みなど、各校において改

善が着実に進められてきたことは確かである。そして、この実践により日々の事務処理を効率化

することができ、一定の成果を上げることができた。今後も継続して課題解決を図りながら学校

運営に効果的に結びつくようであれば、さらに向上につながると考えられる。 

 

③ まとめ 

現在は、国・県・市町村の震災後の「ふくしまっ子自然体験・交流活動支援事業補助金」等の

復興支援や援助等で、実質的に私費負担金が軽減されているが、今後、震災以前の状態に戻った

ときに、推移を注視していきたい。その中で、何を公費化できるかを含めた検討が必要になる。

今回行った、学校総会計公費私費割合分析と、公費配当予算比較分析のデータを生かし、すべて

の学校が、極端に保護者負担が増えることのない、理想的な公私費の区分の明確化と標準化が図

れるよう、教育委員会や校長会、教頭会と連携し、説得力ある予算要求につなげていくことが重

要である。 
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と
い
う
危
惧
を
抱
い
て
も
い
た
。

学
級
担
任
が
会
計
を
執
行
す
る
際
に
伺
い
書
の
段
階

で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
適
正
な
支
出
が
行
え
る
よ
う

助
言
し
て
い
き
た
い
。

決
算
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
校
内
パ
ソ
コ
ン
の
共
有

フ
ォ
ル
ダ
に
雛
形
を
作
成
し
て
入
れ
て
お
き
、
様
式

の
統
一
化
を
図
る
。

学
級
費
の
公
費
化
に
つ
い
て
提
案
し
、
校
長
の
了
解

は
得
た
も
の
の
、
役
場
側
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
（
今

ま
で
集
金
し
て
い
た
も
の
を
や
め
て
公
費
で
賄
う
と

い
う
考
え
方
は
役
場
で
は
あ
り
得
な
い
と
の
こ

と
）
、
学
級
費
の
使
途
も
含
め
改
善
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

予
算
の
執
行
に
関
し
て
は
、
定
期
的
に
執
行
状
況
を

知
ら
せ
る
よ
う
に
し
、
計
画
的
な
支
出
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

需
要
費
の
大
幅
な
削
減
、
電
気
料
金
の
高
騰
へ
の
対

処
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
。

村
内
小
中
学
校
と
連
携
を
図
り
、
補
正
へ
の
対
策
を

練
っ
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

消
耗
品
の
使
い
方
に
つ
い
て
教
員
向
け
に
プ
リ
ン
ト

を
作
成
し
、
節
約
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
１
２

月
補
正
に
よ
り
、
消
耗
品
費
お
よ
び
光
熱
費
は
確
保

で
き
た
。

校
内
老
朽
化
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
今
後
修
繕
が
必

要
と
思
わ
れ
る
場
所
を
調
べ
て
記
載
し
た
。
今
後
の

予
算
要
求
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

修
繕
費
に
関
し
て
は
、
日
常
的
に
起
こ
る
破
損
等
に

対
し
て
の
予
算
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
非
常
に

困
っ
て
い
る
。

修
繕
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
校
内
で
情
報
を
交

換
・
共
有
し
、
緊
急
度
・
危
険
度
を
考
慮
し
な
が

ら
、
年
次
ご
と
の
計
画
を
立
て
、
要
求
し
て
い
く
。

「
校
内
老
朽
化
マ
ッ
プ
」
の
な
か
で
簡
易
な
修
繕
は

職
員
が
部
品
を
購
入
し
て
直
す
な
ど
、
修
繕
に
関
し

て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
た
の
は
よ
か
っ

た
。

予
算
要
求
の
際
に
も
写
真
や
状
況
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
役
に
立
っ
た
。
次
年
度
も
更
新
し
て
作
成
し

て
い
き
た
い
。

平
成
２
４
年
度
　
大
玉
・
本
宮
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助

④

Ａ 小

①



 

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H2
4
年
度
末
）

需
用
費
が
５
％
減
額
に
よ
る
予
算
不
足
。

施
設
修
繕
料
が
1
0
万
円
削
減
さ
れ
た
。

補
正
予
算
に
よ
る
対
応
。
節
約
・
節
電
の
呼
び
か

け
。

消
耗
品
費
、
電
気
料
、
通
信
運
搬
費
に
つ
い
て
は
補

正
予
算
に
よ
る
対
応
が
で
き
た
。
施
設
修
繕
費
に
つ

い
て
は
今
後
も
予
算
措
置
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
求
し
て
い
き
た
い
。

あ
る
程
度
の
用
紙
を
公
費
で
購
入
し
て
い
る
た
め
、

ど
の
程
度
ま
で
公
費
で
購
入
す
べ
き
な
の
か
、
判
断

が
難
し
い
。

公
費
で
購
入
す
る
べ
き
も
の
、
私
費
で
購
入
す
る
べ

き
も
の
の
区
別
を
職
員
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
明

確
に
提
示
す
る
。

節
電
・
節
約
に
つ
い
て
は
管
理
職
よ
り
職
員
会
議
や

回
覧
で
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
た
。

Ｃ 小
④

前
任
の
先
生
と
同
じ
よ
う
に
、
配
当
さ
れ
た
予
算
で

教
科
や
用
途
ご
と
に
予
算
を
組
み
、
計
画
的
に
執
行

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

節
約
の
意
識
。
E
t
c.
カ
ラ
ー
レ
ー
ザ
ー
使
用
。
公
私

負
担
判
断
難
し
い
。

「
毎
年
新
し
い
物
を
購
入
し
て
い
る
」
と
い
う
習
慣

を
や
め
、
使
え
る
物
は
使
う
よ
う
に
節
約
に
努
め

る
。
（
新
入
学
準
備
物
、
年
度
初
め
購
入
物
品
）

先
生
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
る
物
に
つ
い
て

は
購
入
せ
ず
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た
。

物
品
の
整
備
が
不
十
分
な
の
で
、
予
算
編
成
前
に
備

品
照
合
な
ど
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

①

昨
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も
普
通
に
月
ご
と
に
割
り

ふ
っ
て
集
金
し
た
た
め
、
実
家
庭
児
童
と
そ
の
他
の

児
童
の
集
金
額
が
毎
月
違
っ
て
い
て
、
間
違
い
の
元

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
最
初
の
集
金

（
５
月
）
に
全
額
集
め
る
よ
う
に
し
た
。

１
学
期
に
集
ま
る
教
材
費
の
金
額
が
少
な
い
た
め
、

教
材
費
の
支
払
い
が
厳
し
い
。

教
材
費
に
含
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
会

費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
児
童
分
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
の
通
帳
か
ら
引
か
れ
て
い
る
が
、
２
学
期

に
教
材
費
か
ら
の
返
金
す
る
こ
と
と
し
、
な
る
べ
く

業
者
さ
ん
へ
優
先
的
に
支
払
う
。

未
納
を
減
ら
す
た
め
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
第
2

回
目
の
口
座
振
替
日
を
月
末
か
ら
28
日
に
変
更
す
る

こ
と
に
し
た
。

④
昨
年
、
１
２
月
補
正
で
、
管
理
消
耗
品
費
の
要
望
を

し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
予
算
が
少
し
増
え
た
が
、

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。

コ
ピ
ー
ト
ナ
ー
代
が
、
年
間
３
５
９
１
０
０
円
も
か

か
り
、
そ
れ
が
管
理
消
耗
費
を
圧
迫
し
て
い
る
。

少
し
で
も
、
安
く
買
う
た
め
ま
と
め
買
い
を
し
て
い

る
。
９
月
補
正
で
、
当
初
予
算
の
要
望
額
と
配
当
額

の
差
額
に
つ
い
て
は
要
望
し
た
い
。

１
２
月
補
正
で
管
理
消
耗
品
費
を
要
求
し
た
。
要
求

額
よ
り
減
額
さ
れ
た
た
め
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、

有
効
に
活
用
し
た
い
。

学
級
費
は
、
学
期
毎
に
ま
と
め
て
徴
収
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
金
額
を
減
額
し
た
。
（
月
額
１
５
０
円

→
１
０
０
円
）

未
納
者
対
策
（
・
担
任
が
現
金
で
集
金
し
て
い
る
経

費
と
、
口
座
振
替
の
経
費
が
あ
る
た
め
、
担
当
し
て

い
る
経
費
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
未
納
の
状
況
が

把
握
で
き
な
い
。
）

管
理
職
や
担
任
と
連
携
し
、
未
納
の
原
因
を
確
認

し
、
対
策
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

担
任
か
ら
児
童
の
家
庭
状
況
を
確
認
し
、
就
学
援
助

費
か
ら
差
引
く
等
に
し
た
。

業
者
へ
の
支
払
日
（
月
一
回
）
を
年
度
当
初
に
計
画

を
し
、
業
者
へ
連
絡
し
て
お
く
。

現
金
集
金
が
あ
る
の
で
、
集
金
日
は
担
任
が
集
計
事

務
に
時
間
が
か
か
る
。

担
任
と
協
議
し
、
良
い
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

現
金
集
金
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
検
討
課
題
で
あ

る
。

③
今
年
度
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は
年
度
当
初
一
括
で
徴

収
し
た
。

２
種
類
の
会
計
（
資
源
回
収
益
金
と
行
事
関
係
積
立

金
）
が
通
帳
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
会
計
簿
は
１
つ

な
の
で
、
事
務
が
繁
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。

通
帳
ご
と
に
（
目
的
別
に
）
会
計
簿
を
分
け
た
い
。

次
年
度
予
算
か
ら
会
計
簿
を
通
帳
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
す
る
。

④
前
年
度
中
に
各
教
科
担
当
よ
り
必
要
な
予
算
を
上
げ

て
も
ら
う
の
で
、
年
度
当
初
の
購
入
事
務
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
る
。

印
刷
に
係
る
経
費
の
支
出
が
多
い
。
（
職
員
の
意

識
？
）

執
行
状
況
を
分
析
し
、
購
入
品
を
検
討
す
る
。
そ
の

結
果
を
資
料
と
し
、
職
員
の
理
解
を
得
、
予
算
の
有

効
的
な
執
行
を
図
り
た
い
。

職
員
に
予
算
の
執
行
状
況
を
知
ら
せ
、
経
費
の
節
減

を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
購
入
品
目
の
規
格
・
価
格

を
検
討
し
、
経
費
節
減
に
努
め
た
。

①
卒
業
・
修
学
旅
行
積
立
、
芸
術
鑑
賞
費
等
も
年
度
当

初
の
集
金
計
画
に
含
め
て
、
な
る
べ
く
現
金
集
金
が

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い
家
庭
が
多
い
。

口
座
引
き
落
と
し
の
お
願
い
を
PT
A
総
会
等
で
周
知

す
る
。

次
年
度
よ
り
児
童
会
費
を
廃
止
す
る
。

④
エ
ク
セ
ル
で
消
耗
品
購
入
差
引
簿
を
作
成
し
て
、
予

算
残
額
、
購
入
し
た
物
品
の
把
握
を
し
て
い
る
。

消
耗
品
、
修
繕
料
の
配
当
予
算
が
少
な
く
や
り
繰
り

が
大
変
で
あ
る
。

市
教
委
と
の
連
絡
、
信
頼
関
係
を
密
に
し
補
正
等
に

よ
り
予
算
獲
得
を
行
う
。

不
足
す
る
予
算
は
補
正
に
よ
り
対
応
し
、
学
校
運
営

上
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
た
。

Ｅ 小

①

前
任
の
先
生
と
同
じ
よ
う
に
、
配
当
さ
れ
た
予
算
で

教
科
や
用
途
ご
と
に
予
算
を
組
み
、
計
画
的
に
執
行

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｂ 小
④

平
成
２
４
年
度
　
大
玉
・
本
宮
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助

Ｉ 小Ｄ 小



 

 

  
学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H2
4
年
度
末
）

Ｊ 中
④

す
べ
て
の
会
計
で
の
、
購
入
支
出
伺
書
に
教
頭
印
・

事
務
印
欄
を
設
け
た
。

用
紙
代
を
保
護
者
か
ら
徴
収
し
て
い
る
。
(予

算
あ

る
の
に
)

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
に
用
紙
代
を
予
算
に
計
上

し
た
い
。

保
護
者
負
担
分
を
予
算
要
求
し
た
。

②
雑
多
な
会
計
を
、
明
確
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
試
行
錯
誤
中
で
あ
る
。

事
務
部
経
理
が
、
組
織
に
上
手
に
絡
め
る
と
い
い
。

じ
わ
じ
わ
い
く
か
、
納
得
す
る
か
で
し
ょ
う
か
。

会
計
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
各
担
当
が
会
計
を
執
行
出

来
る
よ
う
に
し
た
い
と
は
思
う
。

④
ほ
ぼ
部
活
動
関
係
に
支
出
し
て
い
た
市
小
中
補
助
金

の
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
視
聴
覚
費
及
び
ス

ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
診
断
料
を
予
算
化
し
た
。

コ
ピ
ー
関
係
経
費
の
予
算
を
消
耗
品
費
よ
り
除
き
た

い
。
コ
ピ
ー
ト
ナ
ー
キ
ッ
ト
１
回
１
０
万
超
、
年
４

～
５
回

コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
消
耗
品
で
な
く
、
別
枠
に
て
計

上
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

予
算
増
額
が
見
込
め
な
い
の
で
、
補
助
金
を
上
手
に

活
用
す
る
。

①

平
成
２
３
年
度
ま
で
は
、
５
月
～
２
月
（
１
０
回
）

の
口
座
振
替
に
よ
る
集
金
で
し
た
が
、
平
成
２
４
年

度
か
ら
は
４
月
に
現
金
集
金
を
１
回
取
り
入
れ
た
。

ま
た
、
口
座
振
替
は
昨
年
同
様
５
月
～
２
月
（
１
０

回
）
に
行
う
。
５
月
～
２
月
（
１
０
回
）
の
口
座
振

替
に
よ
る
集
金
内
容
は
、
給
食
費
・
教
材
費
・
修
学

旅
行
積
立
と
い
っ
た
高
額
に
な
る
項
目
。
４
月
の
現

金
集
金
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
そ
の
他
の
比
較
的
金
額
の

低
い
項
目
を
一
括
で
集
め
た
。
業
者
へ
の
支
払
い
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
狙
い
も
あ
る
。
口
座
振
替
で
は
、

毎
月
３
０
名
前
後
の
未
納
者
が
い
た
が
、
４
月
に

行
っ
た
現
金
集
金
で
は
、
全
生
徒
２
７
９
名
の
集
金

が
３
日
間
程
度
で
完
納
し
た
。
各
家
庭
へ
原
発
事
故

に
よ
る
賠
償
金
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
も
完
納
に
繋

が
っ
た
と
思
う
が
、
未
納
者
ゼ
ロ
に
な
っ
た
月
は
今

回
が
初
め
て
で
し
た
。

未
納
が
あ
る
家
庭
は
、
安
定
し
た
収
入
が
な
い
場
合

も
多
い
。
ま
た
は
離
婚
協
議
中
と
い
っ
た
よ
う
な
家

庭
問
題
が
背
景
に
あ
る
。
支
払
い
能
力
が
あ
る
の
に

支
払
わ
な
い
と
い
っ
た
悪
質
な
保
護
者
は
い
な
い
の

で
、
そ
の
点
で
は
助
か
っ
て
い
る
が
、
逆
に
完
納
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

事
務
か
ら
担
任
へ
各
家
庭
の
状
況
を
聞
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
ま
ず
は
相
手
を
知
る
こ
と
。
情
報
を

待
っ
て
い
て
は
、
ほ
ぼ
情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
の

で
、
積
極
的
に
教
職
員
同
士
会
話
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
以
前
、
未
納
家
庭
へ
個
別
に
就
学
援
助
の

概
要
を
説
明
し
、
後
日
認
定
さ
れ
集
金
が
完
納
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

督
促
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
以
前
と
し
て
未
納
の

あ
る
家
庭
は
多
い
。
通
知
を
出
し
て
納
入
が
見
込
め

な
い
家
庭
へ
は
、
担
任
が
電
話
連
絡
し
て
い
る
。
学

年
主
任
や
担
任
と
協
力
し
て
未
納
者
へ
の
対
応
を
し

て
い
る
が
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
管
理
職
が

直
接
関
わ
っ
て
い
く
事
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
個
人
的
に
は
、
第
三
者
（
市
）
が
積
極
的

に
未
納
の
解
決
に
向
け
て
、
働
き
か
け
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
議
会
対
応
の
給
食
費

未
納
調
査
を
し
て
い
て
も
、
未
納
問
題
は
一
切
解
決

し
な
い
。

④
本
宮
市
の
補
助
金
を
教
育
活
動
（
消
耗
品
）
に
支
出

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

積
極
的
に
支
出
す
る
教
科
と
、
全
く
支
出
し
な
い
教

科
が
あ
る
。
同
じ
教
科
で
も
、
人
事
異
動
に
よ
り
担

当
者
が
か
わ
る
と
、
予
算
が
足
り
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
。

年
に
数
回
、
教
科
用
消
耗
品
の
残
高
を
お
知
ら
せ
す

る
。
支
出
が
な
い
教
科
へ
は
、
以
前
は
こ
う
い
う
の

を
購
入
し
て
い
た
等
、
担
当
者
と
情
報
交
換
を
す

る
。
３
学
期
に
な
る
と
、
１
月
末
で
教
科
用
消
耗
品

の
残
高
を
、
共
通
用
消
耗
品
へ
吸
い
上
げ
る
。
２
月

以
降
に
教
科
で
購
入
し
た
い
物
が
あ
る
場
合
は
、
共

通
用
消
耗
品
か
ら
支
出
す
る
。
そ
う
す
る
事
で
、
残

高
不
足
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
年
間
消
耗
品

の
管
理
を
し
て
い
る
。

各
教
科
消
耗
品
の
残
高
を
定
期
的
に
知
ら
せ
た
。
ま

た
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
（
以
前

よ
り
）
積
極
的
に
取
る
事
で
、
事
前
に
授
業
に
使
用

す
る
物
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
理
科
で

は
、
放
射
能
に
つ
い
て
授
業
研
究
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
担
当
教
師
と
の
連
絡
調
整
に
よ
り
、
実
験
で
使

用
す
る
消
耗
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
を
ス
ム
ー

ズ
に
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｌ 中平
成
２
４
年
度
　
大
玉
・
本
宮
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助

Ｋ 中



【 平成２５年度 】 

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H2
4
年
度
末
）

①

予
定
さ
れ
て
い
る
臨
時
集
金
等
は
年
度
当
初
の
集
金

計
画
に
組
み
入
れ
、
そ
の
他
現
金
集
金
が
生
じ
た
と

き
は
事
務
が
そ
の
都
度
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
通
帳
へ
入

金
し
、
最
終
的
な
支
払
い
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と
と

し
た
。

事
務
が
い
な
い
と
き
は
対
応
で
き
な
い
。

や
む
を
得
ず
保
管
す
る
際
の
ル
ー
ル
作
り
。

学
校
全
体
に
関
わ
る
臨
時
集
金
が
あ
る
と
き
は
、
打

ち
合
わ
せ
等
で
担
当
か
ら
集
金
し
た
お
金
は
事
務
に

預
け
る
よ
う
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
窓
口
と
な
る
。

児
童
の
転
出
入
に
か
か
る
清
算
も
口
座
引
き
落
と
し

で
処
理
で
き
た
の
で
、
現
金
を
扱
わ
ず
に
済
ん
だ
。

②
校
内
老
朽
化
マ
ッ
プ
(平

成
25
年
版
）
の
作
成
と
活

用
当
初
予
算
が
少
な
く
補
正
ま
で
の
や
り
く
り
が
大
変

で
あ
る
。

常
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
明
確
な
デ
ー
タ
(見

積
書

･写
真
）

を
そ

ろ
え

て
お

き
、

補
正

に
備

え
る

。
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
予
算
の
流
用
を
行
っ
て
で
も

対
応
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
声
を
上
げ
て
い
く
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
要
望
ど
お
り
配
当
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
年
度
当
初
に
適
正

な
予
算
執
行
計
画
を
立
て
る
た
め
に
は
当
初
予
算
で

し
っ
か
り
配
当
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
予
算
要
求
時
に
要
望
を
伝
え
た
い
。

学
年
費
の
金
額
を
年
2,
4
00
円
か
ら
年
2
,2
0
0円

に
減

額
し
た
。

学
校
徴
収
金
の
項
目
が
多
い
。

保
健
費
・
児
童
会
費
の
集
金
を
次
年
度
か
ら
廃
止
で

き
な
い
か
、
検
討
し
た
い
。

保
健
費
・
児
童
会
費
の
集
金
を
次
年
度
か
ら
廃
止
で

き
な
い
か
、
検
討
し
た
い
。

2
回
目

の
口

座
振

替
日

を
月

末
か

ら
2
8
日
に

変
更

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
要
覧
と
い
う
も
の
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
で
発
行
し

て
い
る
。
あ
ま
り
必
要
性
が
な
い
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
例
年
発
行
し
て
い
る
よ
う
だ
。

過
去
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
印
刷
所

さ
ん
に
次
年
度
か
ら
発
行
し
な
い
と
い
う
旨
を
早
い

う
ち
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
は
…
。
（
そ
れ

が
で
き
な
く
て
ず
ー
っ
と
続
い
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
書
作
成
の
際
、
必
要
性
も
含
め
て
役

員
会
等
で
話
し
合
っ
て
次
年
度
も
継
続
に
な
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

①
学
校
で
保
護
者
用
メ
ー
ル
に
毎
月
行
事
予
定
を
送
信

し
て
い
る
の
で
学
校
集
金
振
替
日
も
い
れ
て
も
ら
っ

て
い
る

。
(
毎
月

２
回

振
込

日
あ

り
）

毎
月
の
集
金
振
替
日
を
メ
ー
ル
、
学
年
だ
よ
り
等
で

知
ら
せ
て
い
る
が
現
金
集
金
者
・
未
納
者
は
、
な
か

な
か
減
ら
な
い
。

管
理
職

,担
任
と

連
携

し
て

未
納

者
の

対
策

を
考

え
る
。

学
年
だ
よ
り
の
行
事
予
定
に
集
金
振
替
日
の
記
載
の

な
い
学
年
が
あ
っ
た
の
で
、
管
理
職
の
検
閲
時
記
載

を
指
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

②
カ
ラ
ー
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
に
　
使
用
の
仕
方
等

の
プ
リ
ン
ト
を
貼
り
、
職
員
に
啓
蒙
し
て
　
使
用
枚

数
が
、
減
少
し
た
。

消
耗
品
の
補
正
が
、
見
込
め
な
い
の
で
予
算
不
足
、

コ
ピ
ー
ト
ナ
ー
キ
ッ
ト
代
が
、
２
０
万
円
以
上
か
か

り
、
消
耗
品
費
を
圧
迫
し
て
い
る
。

コ
ピ
ー
機
の
リ
ー
ス
契
約
が
、
今
年
度
で
切
れ
る
の

で
次
年
度
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
の
契
約
で
、
消
耗

品
費
よ
り
支
出
し
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

次
年
度
よ
り
コ
ピ
ー
リ
ー
ス
契
約
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

方
式
に
な
り
、
消
耗
品
費
よ
り
コ
ピ
ー
ト
ナ
ー
の
支

出
が
、
な
く
な
る
予
定
。

Ｅ 小
①

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
で
、
わ
か
り
に
く
か
っ
た
会
計
を
目
的

別
に
分
け
た
。

学
級
費
会
計
で
、
立
て
替
え
払
い
が
多
い
。
（
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
す
る
た
め
）

購
入
か
ら
支
出
ま
で
の
手
順
の
見
直
し
。
購
入
伺
書

の
作
成
。

購
入
手
順
を
見
直
し
、
２
学
期
よ
り
す
べ
て
の
会
計

に
つ
い
て
購
入
伺
書
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
購

入
物
品
に
つ
い
て
、
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
立

て
替
え
払
い
が
減
り
、
公
費
と
私
費
の
確
認
が
で
き

た
。

学
校
集

金
を

5月
か
ら

4月
に
変

更
し

た
。

（
集

金
名

簿
を
前
年
度
に
作
成
）

ノ
ー
ト
代
等
ま
だ
手
集
金
の
集
金
が
あ
っ
た
の
で
口

座
振
替
に
し
て
行
き
た
い
。

4
月
当

初
に

先
生

方
に

周
知

す
る

。
来
年
度
の
職
員
会
で
周
知
す
る
と
と
も
に
学
年
主
任

に
も
お
知
ら
せ
す
る
。

P
T
A会

費
の

集
金

を
5
月
～

9月
ま
で

行
っ

て
い

た
が

、
4
月
に

全
額

集
金

し
た

。
手
集
金
用
の
通
帳
は
あ
る
が
、
中
々
使
う
学
年
が
少

な
い

ど
う
し
た
ら
活
用
し
て
貰
え
る
か
。

昨
年
と
比
べ
る
と
利
用
す
る
学
年
が
増
え
た
。
来
年

は
も
っ
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
周
知
し
た
い
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
掛
け
金
と
PT
A
安
全

互
助
会
の
児
童
分
の
集
金
を
口
座
振
替
に
し
た
。

児
童
に
袋
を
渡
し
て
好
き
な
教
材
を
買
わ
せ
る
場
合

の
現
金
の
置
く
所
が
明
確
で
は
な
い
（
原
則
置
か
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
・
・
・
）

耐
火
書
庫
は
狭
く
現
金
を
置
く
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が

多
く
な
い
し
、
現
金
を
置
か
な
い
の
が
原
則
な
の

で
、
日
に
ち
を
指
定
し
て
業
者
に
集
金
に
来
て
も
ら

う
し
か
な
い
の
か
？

ま
だ
管
理
職
と
話
合
っ
て
い
な
い
。
業
者
さ
ん
が
頻

繁
に
集
金
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
２
５
年
度
　
大
玉
・
本
宮
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
②
市
町
村
費
・
就
学
援
助
　
③
そ
の
他
（
物
品
管
理
・
そ
の
他
）

Ａ 小

①
Ｃ 小 Ｄ 小

①
Ｆ 小



  

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H
2
4
年
度
末
）

Ｇ 小
①

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
年
々
減
額
に
よ
る
保
護
者
負
担
軽
減

児
童
数
の
低
下
に
よ
り
、
収
入
が
年
々
減
額
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
経
費
は
変
わ
ら
な

い
の
で
、
や
り
く
り
で
き
る
か
不
安
で
あ
る
。

昨
年
度
の
実
績
と
よ
く
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
支

出
す
る
。

例
年
通
り
の
支
出
の
み
執
行
し
た
が
、
年
々
余
裕
は

な
い
。

②

「
教
育
活
動
に
関
す
る
学
校
予
算
一
覧
」
を
職
員
会

議
で
提
示
し
、
執
行
す
る
際
の
予
算
を
分
か
る
よ
う

に
し
た
。

1
2
月
補
正
が
見
込
め
な
く
な
る
と
、
消
耗
品
費
の
不

足
が
生
じ
る
。

市
補
助
金
の
支
出
内
容
で
指
導
資
料
作
成
経
費
の
割

合
を
多
く
し
印
刷
経
費
の
不
足
に
対
応
す
る
。

印
刷
経
費
の
不
足
を
市
補
助
金
か
ら
充
当
す
る
こ
と

で
対
応
す
る
。

③
備
品
確
認
作
業
を
6
月
に
実
施
し
た
。

次
年
度
予
算
要
求
時
期
に
は
必
要
な
要
求
項
目
が
あ

げ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

不
足
し
て
い
る
物
品
や
必
要
修
繕
箇
所
等
の
情
報
を

随
時
把
握
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
う

当
初
予
算
要
求
時
期
が
過
ぎ
て
か
ら
、
そ
の
後
の
授

業
で
必
要
な
備
品
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
教

育
課
程
後
半
で
使
用
す
る
備
品
に
つ
い
て
再
確
認
が

重
要
で
あ
る
。

①
児
童
会
費
を
廃
止
し
、
必
要
物
品
は
市
費
で
購
入
す

る
よ
う
に
し
た
。

未
納
が
多
い
。
昨
年
度
の
未
納
家
庭
が
ま
だ
１
家
庭

残
っ
て
い
る
。

未
納
の
家
庭
へ
は
、
こ
ま
め
に
文
書
で
通
知
し
、
必

要
に
応
じ
て
電
話
連
絡
を
し
て
い
る
。

今
年
度
、
集
金
口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た

家
庭
が
最
高
で
３
３
名
分
あ
っ
た
。
家
庭
の
意
識
低

下
を
感
じ
る
。

②

補
正
が
通
ら
な
い
可
能
性
を
考
慮
し
、
補
助
金
の
一

部
で
印
刷
機
マ
ス
タ
ー
　
　
イ
ン
ク
を
購
入
す
る
よ

う
に
し
た
。
（
改
善
で
は
な
い
で
す
が
・
・
・
）

市
よ
り
配
当
さ
れ
る
消
耗
品
の
予
算
が
少
な
い
。
節

約
に
も
限
度
が
あ
る
。

１
２
月
補
正
で
消
耗
品
予
算
を
要
求
す
る
。

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
は
モ
ノ
ク
ロ
専
用
と
し
て
、

新
た
に
購
入
し
た
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
を

カ
ラ
ー
専
用
に
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費
節
減
さ
れ

た
。

③

財
務
の
備
品
台
帳
が
見
づ
ら
い
の
で
、
平
成
２
１
年

度
分
か
ら
で
は
あ
る
が
、
エ
ク
セ
ル
様
式
で
独
自
に

台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。

財
務
に
登
録
し
て
あ
る
備
品
が
実
際
存
在
す
る
備
品

よ
り
少
な
く
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

長
期
休
業
中
に
物
品
照
合
を
行
う
。

備
品
の
照
合
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
実

施
し
た
い

①
す
べ
て
の
会
計
を
外
部
監
査
を
し
た
。

現
金
集
金
な
の
に
、
未
納
者
が
い
る
。

未
納
保
護
者
に
対
し
て
、
担
任
・
主
任
と
協
力
し
て

早
期
の
納
入
を
お
願
い
し
た
い
。

未
納
者
が
ま
だ
数
人
い
る
の
で
、
金
額
の
大
き
い
修

学
旅
行
積
立
を
無
く
し
て
い
き
た
い
。

②
各
教
科
へ
の
配
当
予
算
を
、
年
度
末
に
再
配
当
を
し

た
。
い
ら
な
い
の
を
購
入
し
な
い
よ
う
に
。

当
初
予
算
が
、
昨
年
度
よ
り
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

当
初
予
算
要
求
で
削
減
さ
れ
た
分
を
お
願
い
し
た

い
。

１
２
月
補
正
が
ほ
ぼ
要
求
通
り
配
当
さ
れ
た
の
で
、

村
費
が
余
裕
に
な
っ
た
。

①
生
徒
会
費
を
事
務
で
取
り
扱
う
。

予
算
執
行
の
遅
れ
が
見
え
る
。

総
予
算
明
示
等
を
通
し
、
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

周
知
を
図
る
。

早
期
の
予
算
執
行
で
、
生
徒
に
有
効
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
た
い
。

③
環
境
整
備
の
た
め
の
条
件
整
備
を
進
め
た
（
校
庭
整

地
ほ
か
）
。

エ
コ
の
見
え
る
化
を
図
る
。

生
徒
会
各
委
員
会
の
各
取
り
組
み
へ
の
働
き
か
け
を

す
る
。

資
源
回
収
の
随
時
呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
た
が
、
ま

だ
、
生
徒
会
主
体
で
の
取
り
組
み
に
な
ら
な
い
の

で
、
今
後
、
担
当
職
員
と
深
め
て
い
き
た
い
。

各
種
会
計
が
、
学
年
主
任
や
副
担
任
に
な
っ
て
い
た

た
め
に
、
間
違
い
も
多
く
、
負
担
に
も
な
っ
て
い

た
。
ほ
と
ん
ど
の
会
計
が
事
務
職
員
に
ま
わ
っ
て
き

た
。

5
月
分
の
集
金
が
、
就
学
援
助
費
に
関
係
な
い
生
徒

も
含
め
ま
だ
完
全
に
終
わ
っ
て
い
な
い
。

最
初
の
集
金
通
知
を
配
付
す
る
時
の
周
知
徹
底
を
図

る
。
1
回
目
と
2
回
目
の
口
座
振
替
日
の
間
隔
が
な
い

の
で
、
2
回
目
を
遅
ら
せ
る
。

２
６
年
度
か
ら
２
回
目
の
口
座
振
替
日
を
２
６
日
に

変
更
し
て
設
定
変
更
し
て
契
約
す
る
こ
と
で
１
２
月

１
６
日
の
職
員
会
議
に
提
案
し
、
新
入
生
保
護
者
会

等
に
説
明
す
る
。

生
徒
会
費
の
集
金
を
廃
止
・
P
T
A
会
費
を
減
額
し
、

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
代
な
ど
も
集
金
し
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
減
額
2
,
0
0
0
円

P
T
A
会
費
と
後
援
会
費
の
割
振
り
が
、
6
月
か
ら
1
月

ま
で
の
毎
月
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
振
替
が
大
変
で

あ
る
。

5
月
は
、
細
々
し
た
集
金
項
目
を
集
め
、
P
T
A
会
費
と

後
援
会
費
は
、
6
月
と
7
月
の
２
回
で
終
了
す
る
よ
う

に
配
分
し
、
７
月
以
降
は
、
給
食
費
と
積
立
だ
け
に

す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
と
後
援
会
費
の
集
金
を
５
月
と
６
月
に

割
振
り
し
て
集
金
し
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
そ
の
他

の
集
金
と
積
立
等
を
割
り
振
る
こ
と
で
７
月
以
降
は

学
年
内
の
実
家
庭
と
そ
の
他
の
生
徒
の
集
金
額
が
同

じ
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

①
未
納
対
策
の
た
め
４
月
の
集
金
を
現
金
集
金
と
し

た
。

４
月
は
全
員
２
万
円
の
現
金
集
金
だ
が
、
保
護
者
か

ら
子
供
に
２
万
円
も
た
せ
る
の
は
ど
う
か
？
と
の
意

見
あ
り
。

来
年
度
か
ら
は
現
金
集
金
を
な
く
す
方
向
に
進
み
そ

う
だ
が
、
未
納
は
増
え
そ
う
だ
。

現
金
集
金
が
な
く
な
り
、
口
座
引
落
の
み
に
な
り
そ

う
だ
。
４
月
の
現
金
集
金
で
、
主
な
会
費
等
を
集
金

し
て
い
た
の
で
、
未
納
が
増
え
る
と
厳
し
い
。

②
未
納
が
多
い
家
庭
に
就
学
援
助
を
進
め
申
請
し
て
も

ら
う
。

否
認
定
、
や
は
り
、
今
ま
で
（
3
年
生
）
申
請
し
な

い
の
は
、
認
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
解
っ
て
い
た
か
ら

か
？

引
き
続
き
未
納
が
な
く
な
る
よ
う
、
働
き
か
け
る
。

働
き
か
け
に
よ
り
、
申
請
書
を
提
出
し
（
ぎ
り
ぎ
り

６
月
末
で
、
４
月
か
ら
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
）
認
定
さ
れ
た
。
口
座
引
落
で
き
な
い
家
庭
が

毎
月
３
０
件
以
上
あ
る
。

平
成
２
５
年
度
　
大
玉
・
本
宮
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
②
市
町
村
費
・
就
学
援
助
　
③
そ
の
他
（
物
品
管
理
・
そ
の
他
）

Ｍ 中Ｈ 小 Ｊ 中 Ｋ 中

①
Ｌ 中Ｉ 小



 

 

 

 

 

 

 

 

「学校経理事務の課題解決を図る」課題解決シート分析表 平成26年2月5日

①学校集金 第３班「課題解決シート」より

課題解決に向けた取り組み（方策）
集金の未納・滞納関係 集金の未納・滞納
・毎月行事連絡メールに集金日も加えても
らった。

・未納者・滞納者が多い、減らない。 ・学年だより等に集金日を掲載する。

・未納対策のため４月集金を現金にした。 ・集金振替不能件数の増加。家庭の意識の低
下を感じる。

・管理職・担任との連携

・個別懇談会等での家庭状況等の聞き取り
・集金日を月末から２９日に変更した。 ・口座振替日の工夫（１回目と２回目の間隔を空け

る等）
・家庭状況の把握と就学援助申請の働きかけ
・「旅行積立」「教材費」の業者直接取り扱い実施
・現金集金の導入（管理面・事務負担面で問題が
残る）

保護者負担軽減 保護者負担軽減
・学年費減額(年2,400円から2,200円へ) ・学校集金項目・集金額が多い。 ・保健費・児童会費・学級費の廃止や減額を検討

する。
・学級費廃止(23年度より) ・ＰＴＡ会計の精選が必要である。 ・ＰＴＡ役員等の意見を聞き慎重に対応。
・児童会費廃止 ・ＰＴＡ会費・学級費減額等保護者負担に取り組

んだが公費不足により予算運営が厳しい。
・予算要求や経費節減で対応する。市補助金での
対応。

・生徒会費廃止 ・資源回収益金の活用
・スポーツテスト集金廃止（公費で対応）
・用紙代集金廃止
・ＰＴＡ会費減額
・公費私費の負担区分の共通理解を図っ
た。(4月職員会議)

集金方法に関すること 集金方法に関する問題
・ＰＴＡ安全互助会・振興センター掛金集金
方法の変更

・PTA会費と後援会費の割振りが、6月から1月
までの毎月になっているので、振替が大変であ
る。

・ＰＴＡ会費と後援会費の集金を５月と６月に割振り
して集金し、それらに合わせてその他の集金と積
立等を割り振ることで７月以降は学年内の実家庭
とその他の生徒の集金額が同じになるようにする。

・ＰＴＡ予算に含め、事務処理の煩雑さを解
消した

・未納対策のため４月は全員２万円の現金集金
を行っているが、現金管理面で問題がある。

・検討の結果、次年度は全額口座振込となるが未
納者が増えるのでは無いか不安。

・口座振替に変更
・ＰＴＡ会費集金方法の変更（年額を4月に
一括集金）
・現金集金の導入（4月のみ）
・旅行積立の業者取り扱い開始

会計事務処理に関すること 会計事務処理に関する課題
・ゆうちょインターネット伝送システムの導
入

・会計事務効率化の問題 ・ゆうちょインターネット伝送システムの導入により
未納者の確認と督促状の発送が迅速になった。

・集金開始を5月に変更 ・会計簿パソコンデータ処理を試作している。
・PTA会費減額に向けた項目の整理を行っ
た。

・「旅行積立」「教材費」の業者直接取り扱いの実
施。

・各種会計担当者を事務職員が担当する
ようにした。

・現在学年ごとに給食の回数と集金額が異なり、
煩雑化の一因になっている。

・次年度は１・２年生の給食回数を統一する。

・生徒会費出納を事務職員が行うことにし
た。

・学級会計で立替払いが多い ・購入から支出までのシステムの確立（購入伺い
の導入）で立替払いが減った。

・外部監査をすべての会計に導入した。 ・生徒会予算執行の遅れが見える。 ・早期の予算執行で、生徒に有効活用されるよう
に、職員の意識改革を図りたい

現金管理に関すること 現金集金事務の負担、管理保管の問題。 ・現金保管のルールをつくる。
・臨時現金集金入金口座をの作成し、入
金、支払いまで管理するようにした。

・臨時集金を減らす。

・現金一時預かり保管簿を作成し管理して
いる。

・当初集金計画(振込）に極力繰り入れる(ノート代
等）
・年度途中口座振替額変更の検討
・現金集金通帳の活用
・業者回収日を確認し、長く保管しない。

抱える課題工夫していること（今年度当初まで）



 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年2月5日

「学校経理事務の課題解決を図る」課題解決シート分析表

②公費 第３班「課題解決シート」より

工夫していること／課題解決に向けた取り組み（方策）
1予算運営
効果的な予算運営 ・「教育活動に関する学校予算一覧」を職員会議で提示し、執行する際の予

算を分かるようにした。
・支出伺いの時点で予算執行管理が出来るようなシステムにしている。

・各教科への配当予算を年度末に再配当をし、効果的な予算執行が出来
た。
・県・国の事業を活用する。（異動芸術等）
・ボランティア事業の活用（環境整備・外部講師）

2予算不足
（自治体A）

・当初予算配当が少ない。減額された。 ・常に必要な予算について明確なデータ(見積書･写真）をそろえておき、補
正に備える。緊急を要するものは予算の流用を行ってでも対応してもらわね
ばならないため、あらゆる場面で声を上げていく。
・補正予算での対応。自治体A内小中学校と情報交換をして予算要求をして
いきたい。

・消耗品、電気料などは補正予算で対応。消耗品費につ
いては、満額ではないため、３月までのやりくりが大変に
なると思われる。

・補正予算についてはほぼ要望どおり配当してもらうことができた。しかし年
度当初に適正な予算執行計画を立てるためには当初予算でしっかり配当し
てもらわなければならないので、予算要求時に要望を伝えたい。

（自治体B）
・コピートナーキット代が消耗品費を圧迫している（2か月
に1度の割合で約72,000円支出している。）

・次年度よりコピーリース契約が、カウンター方式になり、消耗品費よりコピー
トナーの支出がなくなる予定。

・消耗品費予算が不足し、補正予算も認められない。必
要なものも我慢させ居るのではないか心配である。

・自治体B補助金予算で予算不足に対応する。（印刷機マスター・インク・ト
ナー・教育活動消耗品等）
・自治体B役所カラー印刷機使用で印刷経費を節減できる。
・教育委員会から用紙・レーザートナーの現物支給がされた。
・経費節減の啓蒙（印刷の仕方・リサイクルペーパの活用等）
カラーレーザープリンターに　使用の仕方等のプリントを貼り、職員に啓蒙し
て　使用枚数が、減少した。

・レーザープリンターはモノクロ専用として、新たに購入したインクジェットプリ
ンターをカラー専用にすることにより経費節減された。

・3月末のクラス増にともなう備品等の購入予算が補正予
算で配当されない。

・補正予算要求が認められず、次年度当初予算で要求。

3予算要求
・次年度予算要求が効果的に行われるように。 ・不足している物品や必要修繕箇所等の情報を随時把握できるような体制を

取っていく。教育課程後半で使用する備品について再確認する。
・自治体B、施設修繕の要求システムが異なり、学校の
要求が反映しづらい。

・前年踏襲の予算ではなく、経営方針・目的・実情にあった予算要求を、確実
に行う
・予算要求・立案に当たっては全職員に意識的に関わってもらう
・子どもアンケートを実施して、来年度予算要求できた。

・備品配当予算が少ない。 ・別枠で項目を挙げ要求する。
・小学校と比較すると予算化されていないものがあり、私
費に頼っている項目が多い。

・自治体B内の中学校で連絡を取り合い、修学旅行の取扱手数料（企画料）
や地区音楽祭の参加負担金の予算を要望した。

・学校によって配当されていない予算項目がある。 ・予算比較資料により予算計上する。（ミシン修繕料・裁断機研磨　引率職員
入場料・取扱手数料　振興通信運搬費　等）

・ピアノ調律配当予算が少なく、希望の業者では不足す
る。
・老朽化による施設修繕が必要な箇所の増加。予算の確
保。

・計画的に修繕ができるよう、一覧表にまとめたり、写真で記録をとるなどし
ておき、予算編成時に要求できるようにしておく。

抱える課題



 
 

（２）二本松班における「学校財務事務の課題解決を図る」課題解決シートの取り組み 

① 目的 

平成28年度、二本松班では財務事務についての課題を把握するために課題解決シートに取り組

んだ。大玉・本宮班の様式と同じシートで比較することによって、安達地区内３市村それぞれの

課題を比較して解決を図ることを目的とした。 

 

② 実践内容 

大玉・本宮班と同様に、各学校が抱える問題や工夫していること、課題解決に向けた方策をシ

ートにまとめ、課題を共有して意見交換を行った。それらの改善に向けた取り組みやさらなる課

題が出されるなど、学校の現場で、各自が悩んでいることが明らかになった。 

 

③ まとめ 

当初は、大玉・本宮班での研究と同じような課題で比較できると想定していた。実際に研究を

行ってみると、二本松班独自の課題が数多くあることが分かった。市村が違えば財務課題はそれ

ぞれに異なり、課題解決のためには継続的な情報交換が必要である。 

  

4備品
・備品確認・照合の効果的な次期 ・夏休み中に備品照合を行い、各教科でチェックしたので保管場所が明確に

なり、予算要求にも生かせた。
・備品確認を6月に実施し、備品活用が図られた。

・教科等担当者が、小学校は、毎年変わることが多いの
で　前年度予算要求した物品が今年度納品されるが、新
担当者では必要度が違う場合ある。

・予算要求前に限らず、いつでも教科等で必要な備品等の希望を各教科主
任に出してもらう。

・備品台帳の形式。物品の現有数等の把握ができない。
教科ごとの確認が困難。

・エクセル様式で独自に台帳を作成している。

・財務に登録してある備品と、実際存在する備品があって
いない。（消耗品費・補助金で購入の教材も多い。）
・寄付された備品の手続きが明確でない。
・校舎改築にともなう備品要求が現存品と重複したり不足
したり問題が発生した。

・購入事務が完了し、教職員に手分けして備品シールの貼付と廃棄備品の
照合が出来るよう、教科ごと台帳の整理を作業中。（照合作業についても１２
月１６日の職員会議で提案する予定。）

5就学援助
・要保護・準要保護の認定が7月過ぎと遅く、申請家庭も
正確に把握出来ない。

・申請家庭一覧の学校への周知を教育委員会に依頼する。

・集金滞納家庭の就学援助制度認定 ・申請を働きかけ認定が実現した・。

6その他
要保護・準要保護の認定が7月過ぎと遅く、申請家庭も正
確に把握出来ない。

・申請家庭の学校への周知をするよう教育委員会と連携を図る。

集金滞納家庭の就学援助制度認定 ・申請を働きかけ認定が実現した・。



 

 
学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H2
4
年
度
末
）

Ｂ 小
①

集
金
項
目
に
人
数
を
入
力
す
れ
ば
入
金
票
が
完
成
す

る
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

口
座
引
き
落
と
し
さ
れ
な
い
家
庭
が
固
定
さ
れ
て
い

る
。

担
任
と
協
力
し
て
口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
る
。

新
入
生
説
明
会
で
口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
る
よ
う

お
願
い
（
説
明
）
し
た
。

Ｃ 小
③

保
護
者
経
費
負
担
が
あ
る
会
計
に
つ
い
て
、
学
年
末

に
外
部
監
査
を
行
っ
て
い
る
。

支
出
内
容
の
精
査
。

支
出
内
容
に
つ
い
て
、
支
出
先
の
変
更
等
を
管
理
職

に
相
談
し
検
討
す
る
。

市
費
か
ら
支
出
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
変
更
し
た
。

①

昨
年
転
勤
で
異
動
し
、
必
要
と
す
る
経
費
を
ど
の
時

期
に
ど
れ
だ
け
、
さ
ら
に
は
ど
の
予
算
か
ら
と
す
る

流
れ
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
、
支
出
前
の
伺

い
書
提
出
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
き
た
。

学
級
活
動
費
の
支
出
内
容
が
、
学
年
に
よ
っ
て
違
っ

た
り
、
担
任
よ
っ
て
違
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
市
の
保
護
者
負
担
区
分
と
も
相
違
す
る
支
出
が

あ
り
、
そ
の
都
度
、
整
理
に
時
間
を
要
し
た
。

二
本
松
市
以
外
か
ら
の
転
入
職
員
も
多
く
、
二
本
松

市
の
保
護
者
負
担
区
分
の
周
知
と
校
内
区
分
の
明
確

化
を
図
り
、
会
計
の
校
内
統
一
を
図
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
度
は
あ
ら
た
め
て
校
内
区

分
表
を
教
育
計
画
に
も
掲
載
す
る
。

二
本
松
市
の
保
護
者
負
担
区
分
を
基
に
、
校
内
運
営

を
す
す
め
よ
う
と
し
て
も
、
市
配
当
予
算
が
増
え
な

い
状
況
で
は
、
絵
餅
と
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

予
算
の
効
率
化
に
努
力
し
て
い
る
が
、
限
界
も
あ

る
。

保
護
者
に
よ
る
監
査
実
施
が
さ
れ
て
き
た
。

最
大
の
給
食
費
、
教
材
費
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
監

査
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本

部
監
査
に
監
査
を
お
願
い
し
た
。

保
護
者
監
査
が
、
最
終
の
支
出
額
と
残
高
確
認
だ
け

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
実
態
が
あ
る
。

保
護
者
の
疑
問
に
も
応
え
る
機
会
と
し
て
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
。

保
護
者
（
各
学
年
委
員
長
）
へ
「
監
査
に
あ
た
っ

て
」
と
す
る
視
点
・
観
点
表
を
配
布
し
た
。
監
査
の

時
期
、
期
日
設
定
も
考
え
て
い
き
た
い
。

会
計
事
務
運
営
計
画
に
基
づ
く
事
務
処
理
の
徹
底
。

校
内
会
計
事
務
運
営
計
画
に
つ
い
て
、
教
育
計
画
及

び
会
計
簿
に
掲
載
及
び
挿
入
し
て
い
る
も
の
の
、
と

り
わ
け
転
入
職
員
等
へ
の
徹
底
が
必
要
と
さ
れ
た
。

学
期
ご
と
の
会
計
簿
提
出
を
受
け
、
校
内
処
理
要
領

と
違
う
場
合
、
管
理
職
と
協
議
し
徹
底
を
促
す
。

会
計
担
当
と
し
て
直
接
処
理
の
統
一
に
つ
い
て
会
議

の
際
に
も
職
員
に
お
願
い
し
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
管
理
職
か
ら
職
員
に
話
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の

際
、
「
他
の
学
校
で
は
良
か
っ
た
…
」
な
ど
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
が
、
良
い
も
悪
い
も
と
も
か
く
要

領
ど
お
り
の
処
理
を
、
改
善
が
必
要
な
ら
改
善
す
る

こ
と
と
し
、
お
願
い
し
た
。

市
よ
り
年
間
予
算
配
当
後
、
係
や
教
科
へ
の
お
お
よ

そ
の
配
分
計
画
を
立
て
、
執
行
を
す
す
め
て
い
る
。

市
配
当
額
が
増
え
る
こ
と
が
な
く
、
企
業
で
い
え
ば

赤
字
経
営
状
態
。

目
的
用
途
別
の
機
器
使
用
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

と
り
わ
け
教
員
の
多
忙
化
は
、
時
間
優
先
で
経
費
ま

で
考
慮
す
る
余
裕
を
与
え
て
い
な
い
。

事
前
購
入
伺
い
書
提
出
の
徹
底
。

支
出
経
費
の
公
費
、
私
費
負
担
区
分
の
徹
底
を
必
要

と
し
て
き
た
。

学
級
費
を
実
習
経
費
の
み
に
特
化
し
て
い
く
。

次
年
度
に
向
け
一
定
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
公
費
予
算
充
実
が
な
い

と
、
き
び
し
い
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。

⑤

地
域
や
保
護
者
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
就
学
に
困
難
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
会
議

な
ど
で
も
周
知
を
す
す
め
て
き
た
。

ま
た
、
新
入
学
説
明
会
、
あ
る
い
は
集
金
説
明
通
知

書
な
ど
に
も
制
度
説
明
を
加
え
て
き
た
。

担
任
や
生
徒
指
導
、
あ
る
い
は
養
護
教
員
と
の
児
童

実
態
把
握
に
、
事
務
職
員
が
係
る
就
学
援
助
も
視
野

に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
意
識
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

集
金
の
実
態
、
あ
る
い
は
生
徒
指
導
上
の
背
景
か
ら

経
済
的
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く

り
。

制
度
周
知
の
全
世
帯
配
布
。

入
学
説
明
会
時
の
制
度
紹
介
。

集
金
通
知
書
へ
の
掲
載
。

６
月
担
任
の
家
庭
訪
問
後
の
状
況
聞
き
取
り
。

Ｅ 小
②

物
品
購
入
、
業
務
委
託
等
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作

成
し
て
、
職
員
に
配
布
し
た
。

×
日
前
ま
で
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
記
載
し
て
あ
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
突
然
要
求
さ
れ
る
。

今
後
職
員
会
議
等
で
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
活
用
を

促
し
た
り
、
見
や
す
い
も
の
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
こ
と
。
（
職
員
の
目
を
引
く
よ
う
な
）

自
分
自
身
、
他
地
区
か
ら
異
動
し
た
ば
か
り
で
、
物

の
買
い
方
す
ら
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
職
員
と
同
じ

土
俵
に
立
つ
こ
と
で
、
勉
強
に
も
な
っ
た
し
、
覚
え

た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

平
成
２
８
年
度
　
二
本
松
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助

Ｄ 小

② ④



  

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H
2
4
年
度
末
）

Ｆ 小
①

昨
年

度
ま

で
は

４
月

末
が

１
回

目
の

引
き

落
と

し
で

、
２

回
目

が
５

月
１

５
日

な
っ

て
い

て
、

集
金

月

が
分

か
り

に
く

か
っ

た
の

で
、

今
年

度
は

５
月

１
日

を
最

初
の

集
金

日
に

設
定

し
た

。

集
金

の
未

納
。

こ
ま

め
に

保
護

者
に

電
話

連
絡

を
し

て
納

入
を

促

す
。

電
話

を
し

て
も

な
か

な
か

納
入

さ
れ

な
い

状
況

だ
っ

た
の

で
、

個
別

懇
談

の
際

、
保

護
者

と
話

し
合

い
を

し
た

が
、

改
善

さ
れ

な
か

っ
た

。
現

在
は

児
童

手
当

支
給

の
際

、
金

融
機

関
で

受
け

取
る

よ
う

に
約

束
を

し
て

い
る

。

Ｇ 小
①

現
金

集
金

の
た

め
、

小
銭

が
出

る
集

金
は

年
１

回
の

み
に

し
、

且
つ

月
別

の
集

金
額

が
な

る
べ

く
平

均
的

に
な

る
よ

う
に

し
て

、
保

護
者

の
負

担
感

を
あ

ま
り

め
ば

え
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

。

現
金

の
取

り
扱

い
は

担
任

と
事

務
と

の
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

を
厳

守
す

る
よ

う
再

三
要

請
し

て
い

る
が

、
一

部
の

担
任

の
認

識
に

甘
い

部
分

が
み

ら
れ

る
。

文
書

と
口

頭
で

の
周

知
徹

底
。

ま
だ

要
請

に
応

え
て

は
く

れ
て

い
る

が
、

今
後

時
間

経
過

と
と

も
に

適
当

に
な

ら
な

い
よ

う
、

繰
り

返
し

周
知

す
る

。

①
前

任
者

の
デ

ー
タ

を
い

か
し

て
、

よ
り

分
か

り
や

す
い

家
庭

へ
の

通
知

を
作

成
し

た
。

４
月

か
ら

の
集

金
計

画
の

た
め

、
学

年
ご

と
の

集
計

や
集

金
袋

の
作

成
に

時
間

が
か

か
り

、
他

の
年

度
当

初
事

務
と

重
な

り
多

忙
に

な
る

。

あ
ら

か
じ

め
分

か
っ

て
い

る
こ

と
は

計
画

的
に

作
成

し
て

お
く

。
前

年
度

か
ら

次
年

度
に

向
け

て
、

お
お

よ
そ

の
見

当
を

つ
け

取
り

組
む

。

②

教
材

は
検

討
・

発
注

時
か

ら
支

払
い

ま
で

に
つ

い

て
、

教
務

と
打

ち
合

わ
せ

し
、

分
担

の
確

認
を

す
る

こ
と

で
漏

れ
の

な
い

よ
う

に
し

た
。

市
か

ら
補

助
さ

れ
る

分
の

教
材

を
ど

れ
に

す
る

か
、

組
み

合
わ

せ
を

考
え

る
の

が
や

や
遅

れ
た

。
毎

年
採

用
す

る
も

の
の

金
額

を
把

握
し

、
検

討
す

る
。

業
者

に
よ

っ
て

は
、

補
助

教
材

と
の

兼
ね

合
い

で
伝

票
が

煩
雑

に
な

る
の

が
苦

手
な

と
こ

ろ
も

あ
る

の
で

、
そ

の
よ

う
な

業
者

の
教

材
は

な
る

べ
く

補
助

対

象
に

し
な

い
。

③
前

年
度

の
会

計
簿

を
参

考
に

見
通

し
を

持
っ

た
予

算
の

執
行

を
す

る
。

全
体

の
会

計
簿

と
、

各
項

目
ご

と
の

会
計

簿
が

デ
ー

タ
連

動
し

て
い

な
い

た
め

、
入

力
が

二
度

手
間

に
な

る
。

デ
ー

タ
の

変
更

を
行

う
。

１
学

期
の

検
閲

ま
で

に
デ

ー
タ

を
変

更
し

、
作

業
時

間
の

短
縮

を
し

た
。

購
入

伺
い

書
・

支
出

伺
い

書
の

様
式

に
つ

い
て

も
、

今
後

検
討

し
た

い
。

④
職

員
会

議
で

品
物

の
購

入
の

仕
方

に
つ

い
て

周
知

し
て

い
る

。
各

教
科

・
担

当
に

校
内

配
分

す
る

の
が

遅
れ

た
。

（
５

月
末

の
職

員
会

議
）

前
年

度
の

実
績

を
考

慮
し

、
だ

い
た

い
の

配
分

を
決

め
て

お
く

。
会

議
等

で
の

周
知

。

⑤

家
庭

へ
の

通
知

に
使

用
す

る
封

筒
を

年
間

１
枚

に
し

、
表

面
に

明
記

す
る

。

保
護

者
の

確
認

と
経

費
節

減
、

事
務

の
簡

素
化

に
な

っ
た

。

短
期

間
に

家
庭

状
況

の
把

握
を

す
る

の
は

容
易

で
な

か
っ

た
。

年
間

を
通

し
て

担
任

等
か

ら
の

情
報

に
ア

ン
テ

ナ
を

高
く

し
て

お
く

。

各
家

庭
に

あ
っ

た
通

知
の

工
夫

。
（

記
入

例
に

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
を

引
い

た
り

、
ど

の
箇

所
に

押
印

す
る

か
な

ど
気

配
り

が
必

要
な

家
庭

も
あ

る
）

①
現

金
集

金
の

た
め

、
児

童
が

持
参

し
や

す
い

よ
う

な

金
額

の
設

定
を

す
る

。
未

納
者

へ
の

対
応

。
と

に
か

く
約

束
を

設
け

る
。

守
ら

れ
な

け
れ

ば
即

連
絡

す
る

。
あ

わ
せ

て
、

な
ぜ

集
金

し
て

い
る

の
か

（
必

要
な

の
か

）
も

話
し

続
け

る
。

教
材

費
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

費
は

な
ん

と
か

集
金

し
終

え
た

。
し

か
し

、
次

年
度

以
降

も
改

善
さ

れ
る

と
は

思

え
な

い
た

め
、

引
き

続
き

働
き

か
け

る
。

⑤
相

談
し

や
す

い
雰

囲
気

が
作

れ
る

よ
う

に
、

普
段

か
ら

保
護

者
と

で
き

る
だ

け
話

す
よ

う
に

し
て

い
る

。

来
校

し
た

り
、

電
話

を
く

だ
さ

る
方

と
は

交
流

で
き

る
が

、
そ

う
で

な
い

方
々

へ
の

働
き

か
け

を
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
。

明
ら

か
に

就
学

援
助

に
該

当
す

る
と

思
わ

れ
る

家
庭

に
は

、
担

任
か

ら
様

子
を

聞
い

て
も

ら
う

。
担

任
や

保
護

者
か

ら
の

情
報

を
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

よ
う

心
掛

け
て

い
き

た
い

。

Ｋ 小
①

日
計

表
を

そ
の

都
度

作
成

し
て

い
る

。
集

金
日

か
ら

か
な

り
遅

れ
て

持
っ

て
く

る
家

庭
が

多
い

。
メ

ー
ル

の
活

用
。

メ
ー

ル
に

登
録

で
き

な
い

保
護

者
に

通
知

す
る

方
法

を
考

え
る

。

会
計

の
や

り
方

等
を

ま
と

め
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
た

。
職

員
会

議
で

周
知

し
、

各
種

会
計

簿
に

綴
っ

て
も

ら
っ

た
。

年
度

を
ま

た
い

で
の

未
納

者
は

い
な

い
が

、
数

ヶ
月

滞
納

し
て

し
ま

う
家

庭
が

多
い

。
ま

た
、

口
座

振
替

日
に

引
き

落
と

し
が

で
き

な
い

た
め

、
結

局
現

金
で

納
入

す
る

家
庭

も
多

い
。

滞
納

家
庭

に
は

、
文

書
で

通
知

し
、

期
限

ま
で

に
納

入
さ

れ
な

い
場

合
は

事
務

担
当

者
よ

り
電

話
連

絡
を

入
れ

た
。

保
護

者
の

方
と

、
口

座
振

替
が

で
き

な
い

場
合

に
は

、
文

書
を

出
さ

ず
、

集
金

袋
を

配
布

し
て

納
入

し

て
も

ら
う

約
束

を
し

た
。

し
か

し
、

お
金

の
紛

失
等

が
心

配
。

各
種

通
帳

を
利

息
の

つ
か

な
い

通
帳

と
し

、
会

計
事

務
の

簡
素

化
を

図
っ

た
。

滞
納

し
て

い
る

家
庭

で
、

な
か

な
か

連
絡

が
つ

か
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

授
業

参
観

等
で

来
校

さ
れ

る
際

は
、

事
務

担
当

者
ま

で
声

を
掛

け
て

も
ら

よ
う

に
し

た
。

連
絡

が
つ

な
が

ら
な

い
家

庭
（

父
子

家
庭

、
仕

事
）

へ
の

対
応

と
、

最
悪

、
年

度
を

越
え

て
未

納
と

な
っ

て
し

ま
う

場
合

は
ど

の
う

よ
う

な
事

務
処

理
が

必
要

に
な

る
の

か
。

④
消

耗
品

費
は

内
訳

を
つ

く
り

（
事

務
用

品
、

保
健

衛
生

費
等

）
予

算
管

理
に

役
立

て
た

。
旧

７
校

時
代

か
ら

の
消

耗
品

が
多

く
あ

る
た

め
、

教
員

の
消

耗
品

の
使

い
方

が
煩

雑
し

て
い

る
。

紙
の

使
用

に
つ

い
て

、
職

員
会

議
を

使
っ

て
呼

び
か

け
た

。
リ

サ
イ

ク
ル

用
紙

の
活

用
な

ど
呼

び
か

け
て

い
き

た
い

。

Ｉ 小

①

Ｌ 小平
成
２
８
年
度
　
二
本
松
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①

学
校

集
金

　
②

そ
の

他
の

経
理

事
務

　
③

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

計
／

寄
付

金
等

　
④

市
町

村
費

（
配

当
予

算
・

補
助

金
等

）
　

⑤
就

学
援

助

Ｊ 小



 

 

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H
2
4
年
度
末
）

①
第
１
学
年
入
学
時
教
材
等
の
業
者
販
売
（
直
接
購

入
）
の
実
施
に
よ
り
、
教
材
費
集
金
額
を
縮
小
し
て

い
る
。

保
護
者
負
担
経
費
の
削
減
が
な
さ
れ
づ
ら
い
状
況
が

あ
る
。
※
未
納
者
が
あ
っ
た
場
合
、
集
金
額
が
多
い

と
未
納
額
も
大
き
く
な
る
。

口
座
振
替
に
よ
る
集
金
の
た
め
、
残
高
不
足
で
の
未

納
が
多
く
、
事
務
処
理
の
負
担
も
増
大
し
て
い
る
。

二
本
松
市
の
保
護
者
負
担
軽
減
措
置
に
伴
う
予
算
配

当
の
内
容
を
精
査
し
全
体
的
な
執
行
を
押
さ
え
る
こ

と
で
、
保
護
者
負
担
経
費
の
廃
止
・
減
額
が
可
能
で

は
な
い
か
。

教
材
費
集
金
額
の
減
額
へ
の
取
組
（
教
材
選
定
方
法

の
改
善
）

第
１
振
替
不
能
者
に
「
入
金
依
頼
」
第
２
振
替
不
能

者
に
「
現
金
集
金
袋
」
、
滞
納
者
へ
は
年
３
回
の
督

促
通
知
を
発
送
し
て
い
る
が
、
納
入
の
意
識
が
低
い

家
庭
に
は
効
果
が
薄
い
。

②

会
計
処
理
シ
ス
テ
ム
の
簡
易
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
決

算
報
告
書
様
式
の
提
示
等
を
行
い
、
校
内
会
計
の
様

式
統
一
及
び
会
計
担
当
者
の
事
務
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

学
校
の
あ
ら
ゆ
る
経
費
の
計
画
・
執
行
は
一
極
集
中

型
で
行
っ
た
方
が
「
学
校
総
予
算
」
の
観
点
か
ら
は

効
果
的
で
あ
る
が
、
事
務
量
が
膨
大
な
た
め
、
分
掌

に
よ
り
分
担
さ
れ
て
い
る
。
会
計
担
当
者
の
多
忙
・

会
計
処
理
の
取
扱
い
説
明
等
は
一
律
に
実
施
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
担
当
者
毎
、
事
例
毎
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
く
。

各
会
計
毎
の
会
計
処
理
シ
ス
テ
ム
（
フ
ァ
イ
ル
）
の

整
理
。

③

本
校
の
場
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
集
金
が
過
剰
傾
向
、
後

援
会
費
額
が
不
足
傾
向
に
あ
る
た
め
、
支
出
計
画
に

見
合
っ
た
会
費
額
に
改
正
し
た
。

例
年
定
型
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
の
洗
い
出
し
と
特

定
年
度
に
臨
時
に
必
要
と
な
る
経
費
の
算
定
。

事
業
実
績
に
伴
い
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
新
た
な
経

費
の
予
算
化
が
困
難
で
あ
る
。

校
内
に
お
け
る
情
報
収
集
と
改
善
案
提
示
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
で
の
審
議
・
了
解
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
の
承

認
。

執
行
の
計
画
者
（
教
頭
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
会
計

（
予
算
・
支
出
基
準
）
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
等

を
綿
密
に
情
報
交
換
（
提
供
）
す
る
。

慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
執
行
内
容
等
の
精
査
に
よ
り

減
額
等
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

④

「
物
品
購
入
伺
」
（
支
出
伺
）
は
使
用
し
て
い
る

が
、
事
務
負
担
軽
減
か
ら
“
現
有
物
品
の
補
充
”
の

場
合
は
省
略
可
と
し
て
い
る
。

購
入
物
品
を
ど
の
予
算
項
目
（
会
計
）
か
ら
支
出
す

る
も
の
な
の
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

予
算
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
執
行
方
法
ま

で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
（
突
然
の
申
し
出
や
事
後

報
告
が
生
じ
る
）
。

担
当
者
に
対
し
、
年
間
予
の
執
行
に
つ
い
て
、
購
入

計
画
を
立
案
し
、
執
行
状
況
を
常
に
把
握
し
な
が
ら

進
め
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
。

処
理
期
限
・
年
間
を
見
通
し
た
執
行
等
担
当
者
の
意

識
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

会
計
毎
の
予
算
配
分
表
を
年
度
当
初
の
職
員
会
議
用

で
明
示
。

年
度
途
中
に
お
い
て
は
、
随
時
、
執
行
残
額
を
知
ら

せ
る
。
執
行
期
限
の
明
示
。

⑤

諸
経
費
の
未
納
対
策
と
し
て
、
滞
納
傾
向
に
あ
る
世

帯
に
は
学
校
長
委
任
と
し
て
も
ら
い
、
必
要
額
を
控

除
し
て
い
る
。

※
滞
納
傾
向
世
帯
の
把
握
に
際
し
て
は
、
小
学
校
で

の
実
績
を
情
報
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

事
務
処
理
に
関
し
て
は
、
修
学
旅
行
や
校
外
活
動
の

決
算
等
の
事
務
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い

る
。

要
保
護
世
帯
の
諸
経
費
徴
収
に
苦
慮
し
て
い
る
。

（
扶
助
費
支
給
の
管
轄
が
福
祉
課
で
あ
り
、
保
護
者

へ
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。
）

就
学
援
助
事
務
担
当
は
教
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
多

忙
な
中
で
の
処
理
の
た
め
、
事
務
職
員
の
支
援
が
不

可
欠
と
な
る
。

扶
助
費
支
給
日
に
合
わ
せ
て
未
納
額
の
納
入
を
促
し

て
い
る
。

集
金
事
務
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、
事
務
職

員
か
ら
の
支
援
・
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
。

未
納
と
な
っ
て
い
る
経
費
（
内
訳
）
を
督
促
の
際
に

明
示
す
る
。

諸
会
費
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等
）
に
つ
い
て
は
“
未
納
”

処
理
で
決
算
。

教
材
費
等
業
者
へ
の
支
払
が
生
じ
る
経
費
を
優
先
的

に
充
当
す
る
。

保
護
者
へ
の
援
助
費
支
給
は
事
務
室
（
事
務
職
員
）

に
お
い
て
行
う
。

③
本
来
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
以
外
の
経
費
（
教
育
奨
励
費

等
）
の
う
ち
、
公
費
で
執
行
可
能
な
も
の
は
で
き
る

だ
け
公
費
で
支
出
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
と
後
援
会
費
（
生
徒
会
費
）
も
含
め
、

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
実
績
に
囚
わ
れ
な
い
執

行
。

特
に
異
動
時
に
執
行
内
容
を
精
査
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
減
額
と
後
援
会
費
の
同
額
増
額
（
負

担
総
額
の
維
持
と
支
出
内
容
の
見
直
し
）
。

⑤

就
学
援
助
費
の
未
納
経
費
へ
の
充
当
。

新
入
学
生
徒
の
小
学
校
で
の
納
付
状
況
の
把
握
。

（
事
務
担
当
者
間
）

要
保
護
家
庭
に
係
る
督
促
。
（
扶
助
費
は
家
庭
交
付

の
た
め
、
支
給
額
か
ら
の
充
当
が
困
難
）

市
役
所
担
当
課
へ
の
相
談
。

就
学
援
助
事
務
担
当
者
と
の
連
携
。

①

・
 
教
材
費
・
実
習
費
・
諸
経
費
・
見
学
旅
行
経
費

な
ど
、
年
間
に
か
か
る
経
費
を
年
度
当
初
に
す
べ
て

洗
い
出
し
、
一
括
し
て
事
務
職
員
が
集
金
し
て
い

る
。

修
学
旅
行
積
立
も
集
金
し
て
い
る
た
め
、
一
回
の
集

金
額
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。

現
金
集
金
の
た
め
、
集
金
日
の
担
任
や
事
務
職
員
の

負
担
、
集
金
日
か
ら
遅
れ
て
納
入
せ
ざ
る
を
得
な
い

家
庭
の
生
徒
の
心
の
負
担
の
問
題
が
あ
る
。

集
金
未
納
対
策
。

教
材
の
業
者
直
接
販
売
や
、
修
学
旅
行
費
用
の
旅
行

会
社
直
接
積
立
な
ど
、
学
校
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の

で
き
る
経
費
は
切
り
離
し
、
集
金
額
を
少
な
く
し
た

う
え
で
、
口
座
振
替
を
導
入
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

未
納
家
庭
へ
は
信
頼
関
係
を
築
い
た
う
え
で
の
こ
ま

め
な
督
促
と
個
別
の
集
金
計
画
の
立
案
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
状
況
に
応
じ
て
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

口
座
振
替
を
実
施
す
る
場
合
の
金
融
機
関
の
選
定
と

振
替
手
数
料
を
含
め
た
保
護
者
の
理
解
。

②
ほ
と
ん
ど
の
経
理
事
務
を
事
務
職
員
が
行
っ
て
い

る
。

事
務
職
員
の
多
忙
化
。

学
校
で
扱
う
会
計
を
少
な
く
す
る
。
①
に
あ
げ
た
教

材
の
業
者
直
接
販
売
や
、
修
学
旅
行
費
用
の
旅
行
会

社
直
接
積
立
な
ど
、
業
者
対
保
護
者
で
あ
る
本
来
の

形
に
戻
し
、
で
き
る
だ
け
学
校
で
扱
う
諸
経
費
を
少

な
く
す
る
。

左
記
へ
の
保
護
者
の
理
解
。

④
年
度
当
初
に
教
科
主
任
か
ら
消
耗
品
購
入
計
画
を
作

成
し
て
も
ら
い
、
見
通
し
を
も
っ
て
予
算
執
行
し
て

い
る
。

バ
ス
代
の
値
上
が
り
に
よ
り
部
活
動
関
連
経
費
の
保

護
者
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

部
活
動
補
助
金
の
増
額
を
市
に
要
望
し
て
い
く
と
同

時
に
生
徒
活
動
援
助
費
の
支
出
内
容
を
検
討
し
て
い

く
。

部
活
動
補
助
金
の
増
額
要
望
。

生
徒
活
動
援
助
費
の
支
出
内
容
を
検
討
。

⑤

就
学
援
助
・
被
災
就
学
援
助
と
も
に
事
務
職
員
が
担

当
し
て
い
る
。
集
金
状
況
や
家
庭
環
境
の
変
化
な
ど

も
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
就
学
援
助
で
き
る
よ

う
に
担
任
と
連
携
し
声
か
け
を
し
て
い
る
。

同
様
の
調
査
が
何
度
も
行
わ
れ
た
り
､
支
給
通
知
の

作
成
な
ど
就
学
援
助
事
務
の
煩
雑
化
し
て
い
る
。

調
査
の
精
選
。

支
給
通
知
・
口
座
振
替
通
知
の
デ
ー
タ
化
（
本
来
、

支
給
通
知
は
市
で
作
成
す
べ
き
で
は
？
）

市
教
委
会
と
の
連
携
が
必
要
。

Ｂ 中Ａ 中 Ｄ 中平
成
２
８
年
度
　
二
本
松
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助



  

学
校

項
目

工
夫
し
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
当
初
）

抱
え
る
課
題
（
今
年
度
当
初
）

課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

取
り
組
ん
だ
こ
と
／
今
後
の
課
題
（
H2
4
年
度
末
）

①

会
計
に
係
る
資
料
お
よ
び
会
計
簿
の
様
式
を
統
一

し
、
共
通
す
る
項
目
の
積
算
基
準
を
学
年
主
任
へ
提

示
し
す
る
な
ど
、
予
算
編
成
に
関
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
不
用
な
徴
収
金
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。

会
計
に
関
す
る
共
通
理
解
が
不
足
し
て
い
る
。

資
料
を
配
付
し
、
説
明
を
実
施
す
る
。

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
の
機
会
を
利
用
し
て
担
当
者
だ

け
で
な
く
、
全
職
員
に
対
し
て
共
通
理
解
を
図
る
。

執
行
状
況
な
ど
を
確
認
し
や
す
い
よ
う
出
納
簿
を

デ
ー
タ
化
し
、
各
会
計
係
に
対
し
て
、
具
体
的
な
説

明
を
行
っ
た
。

短
い
時
間
で
の
説
明
は
十
分
で
は
な
く
、
経
験
の
な

い
会
計
担
当
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。

②

会
計
毎
の
支
出
様
式
で
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
全
て

の
会
計
処
理
を
統
一
様
式
で
起
案
決
裁
と
し
、
支
出

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
購
入
先
や
支
出
元
を
検

討
し
、
保
護
者
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

事
前
伺
い
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
。

経
理
係
と
し
て
会
計
処
理
に
係
る
支
援
や
助
言
に
努

め
る
。

事
前
伺
い
か
ら
支
出
完
了
ま
で
を
1枚

の
様
式
で
処

理
過
程
を
記
録
で
き
る
よ
う
様
式
を
工
夫
し
た
。

購
入
伺
い
を
定
着
さ
せ
、
効
果
的
な
活
用
で
保
護
者

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

③
校
内
予
算
委
員
会
（
校
長
・
教
頭
・
事
務
職
員
）
に

お
い
て
、
予
算
編
成
か
ら
執
行
、
決
算
ま
で
を
確
認

し
な
が
ら
遂
行
し
て
い
る
。

生
徒
数
、
世
帯
数
の
減
少
に
よ
る
予
算
編
成
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

例
年
ど
お
り
の
予
算
編
成
を
す
る
の
で
は
な
く
、
執

行
状
況
な
ど
の
内
容
の
確
認
に
よ
る
見
直
し
に
努
め

る
。

P
T
A活

動
や
保
護
者
、
生
徒
に
直
接
還
元
さ
れ
る
活

動
に
優
先
し
て
執
行
し
、
学
校
の
教
育
活
動
に
係
る

不
用
な
支
出
を
し
な
い
よ
う
努
め
た
。

世
帯
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
で
き
る
限
り
会
費

の
値
上
げ
に
頼
ら
ず
運
営
で
き
る
支
出
の
精
査
に
努

め
る
。

④

全
体
の
運
営
に
関
わ
る
各
種
イ
ン
ク
・
マ
ス
タ
ー
や

諸
用
紙
な
ど
印
刷
用
消
耗
品
を
優
先
確
保
し
な
が

ら
、
学
級
用
度
品
の
配
当
や
連
絡
フ
ァ
イ
ル
の
採
用

な
ど
保
護
者
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

教
職
員
の
二
本
松
市
の
父
母
負
担
軽
減
措
置
や
小
規

模
契
約
登
録
業
者
利
用
な
ど
へ
の
共
通
理
解
が
不
足

し
て
い
る
。

市
費
で
決
裁
さ
れ
た
購
入
伺
い
の
写
し
を
伺
い
者
へ

配
付
し
、
次
回
以
降
の
購
入
や
処
理
の
参
考
と
し
て

も
ら
う
な
ど
決
裁
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
確
認
調
整
に
努
め
る
。

種
類
や
金
額
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
る
も
の
は
見
積
合

わ
せ
を
行
っ
た
り
、
記
録
を
活
か
し
、
在
庫
や
購
入

時
期
を
考
慮
し
て
支
出
や
補
充
の
管
理
を
し
て
い

る
。

分
析
や
調
査
、
管
理
に
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
十
分

な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

⑤
集
金
の
状
況
や
欠
席
の
多
い
生
徒
に
注
意
し
、
心
配

さ
れ
る
家
庭
状
況
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
担
任
と

の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
理
解
と
説
明
が
十
分
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
が
十
分
で
な
い
。

担
任
や
学
年
主
任
へ
の
情
報
提
供
を
図
り
、
保
護
者

の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
共
有
で
き
る
場
合
に
お
い

て
必
要
に
応
じ
て
対
応
に
努
め
る
。

内
容
的
に
あ
ま
り
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
難

し
く
感
じ
て
い
る
。

平
成
２
８
年
度
　
二
本
松
班
　
「
学
校
財
務
事
務
の
課
題
解
決
を
図
る
」
課
題
解
決
シ
ー
ト

　
①
学
校
集
金
　
②
そ
の
他
の
経
理
事
務
　
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
／
寄
付
金
等
　
④
市
町
村
費
（
配
当
予
算
・
補
助
金
等
）
　
⑤
就
学
援
助

Ｆ 中



（３）二本松班における「公費・私費」の分析 

① 目的 

学校教育における日々の教育活動は、市町村から配当される予算や補助金（公費）と保護者か

らの私費負担で賄われている。予算要求をしながら私費の比率をできるだけ小さくしていくこと

は当然であるが、市町村の財政が逼迫してきている昨今、公費の増額は厳しい状況におかれてい

る。「公費と私費を学校総予算としてとらえ、区分の見直しを行うことによって保護者の負担軽減

を図り、教材の選定や節約の工夫などを教員と連携しながら行うことによって、限られた予算を

より効果的に教育活動につなげていくことができるのではないか」という観点のもと先に実施し

ている大玉・本宮班の実践を参考に公費と私費のあり方について研究する。 

 

② 実践内容 

県教委より通知された平成21年３月30日付20教財第952号「県立学校における団体徴収金及び学

校徴収金事務の適正化について」で示された「公費及び私費の負担区分」を参考に小中学校にお

ける公費・私費の区分について検討した。 

ア 二本松市における区分の基準を考え、教育計画や運営計画等に入れるよう確認した。教職

員が共通理解を図りながら、より効果的に学校予算と教育活動をつなげていく。 

イ 教材選定・入学祝品の選定等に学校事務職員が関わることにより、保護者の負担軽減を図

る。 

ウ 公費及び学校徴収金における教育活動費の調査を行った。 

エ 県教委からの通達、現在の「二本松市父母負担軽減措置に伴う教材・教材消耗支出基準」

についての確認を行った。 

オ 各校の学校集金・教材等の文書を持ち寄り、情報交換を行った。 

 

③ まとめ 

当初、大玉・本宮班とのつながりも考えていたが、市町村によって学校予算配当の独自性が強

く、比較が難しいことが分かった。班員各校で調査したところ、公費については、学校規模によ

り若干の差はあるが、１人当たりの金額は似たような金額であることが分かった。また、私費に

ついては、教材の選定内容によりばらつきがあることが分かった。今後自校に照らし合わせて掘

り下げていく必要がある。班員各校の集金項目や集金方法などの実態を把握することにより、自

校の集金項目の見直しなどを図る契機とすることができた。年度当初に選定された「副読本」「ワ

ークドリル」等の使用教材の有効性について年度末に評価（反省）を実施するなど、教職員との

関わりを深めながら学校予算をより効果的に教育活動につなげていく方策を模索したい。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学校財務事務にかかる課題解決のための連携のあり方を探る取り組み 

① 目的 

学校事務に関する連携については、これまでも安達地区事務研等の研究実践の中で取り組まれ

てきた内容であるが、ここ数年来、県教委の施策としての「学校事務の共同・連携実施」実践研

究による連携や県事務研が推進する「学校事務連携モデル」による学校間連携が進められている

ことから、連携の目的や意義が改めて注目されている。安達地区事務研で学校財務分野にかかる

事務改善をテーマとして研究を推進する中で、この『連携』に注目することも有効な手段である

ことから、事務改善のために必要となる連携のあり方をキーワードに再確認する必要性があった。 

 

② 実践内容 

学校財務課題の解決のために有効となる連携の手法や具体的な実践内容を連携の対象ごとにま

とめると以下のとおりであった。 

ア 教職員との連携  

（ア）教職員に対する目に見える効果の提示（興味や関心を持たせるための方策） 

○ 安全点検で提出された項目の早期改善に努め、完了報告を行う。 

○ 学期ごとの教育課程反省の中に、施設管理や予算配分の項目を組み入れる。 

→これらは個々の実績の積み重ねが重要となる。報告や連絡は連携の基本である。 

（イ）配当予算の執行状況・予算残額の提示 

○ 学期ごと等、ピンポイントで知らせることで、係・担当はもとより学校事務職員にと

っても再確認の機会となる。（会計事務の効率化にもつなげることができる。） 

  

人数 人数計
教材費

一人あたり
学級・学年
一人あたり

合計金額
一人あたり

合計額
全校生

一人あたり
(平均額）

人数 管理消耗計 振興消耗計 補助金計 公費計

1　年 21 13,524 13,524 284,004

2　年 14 7,706 7,706 107,884

3　年 28 9,886 9,886 276,808

Ａ 4　年 25 10,356 10,356 258,900

小 5　年 19 10,596 10,596 201,324

6　年 29 10,236 10,236 296,844

特別支援 3 6,882 6,882

1,425,764 一人あたり 2,715 4,906 0 7,621

1　年 29 18,988 1,000 19,988 579,652

2　年 35 8,545 1,000 9,545 334,075

3　年 21 9,905 1,000 10,905 229,005

4　年 29 8,805 1,000 9,805 284,345

Ｂ 5　年 34 10,450 1,000 11,450 389,300

小 6　年 23 8,320 1,000 9,320 214,360

特別支援1年 1 7,698 0 7,698 7,698

特別支援2年 2 6,520 0 6,520 13,040

特別支援3年 3 6,310 0 6,310 18,930

特別支援4年 2 6,245 0 6,245 12,490

特別支援6年 4 4,315 0 4,315 17,260

2,100,155 一人あたり 2,730 4,889 0 7,619

1　年 20 20,876 780 21,656 433,120

2　年 24 7,408 780 8,188 196,512

Ｃ 3　年 34 9,579 780 10,359 352,206

小 4　年 36 7,939 780 8,719 313,884

5　年 20 11,082 780 11,862 237,240

6　年 29 10,292 780 11,072 321,088

特別支援 3 6,950 780 7,730 23,190

1,877,240 一人あたり 1,284 5,842 0 7,126

1,447,674

公費及び学校徴収金における教育活動費の調査について（小学校）

学年

学校徴収金　（26年度予算で計上） 公費　（25年度実績で計上）

1,066,870

合計

139 10,257 140 380,055 686,815

学校名

183 11,476 190

0

518,674 929,000

合計

166 11,309 174 223,456 1,016,458 0 1,239,914

合計

人数 人数計
教材費

一人あたり
学級・学年
一人あたり

合計金額
一人あたり

合計額
全校生

一人あたり
(平均額）

人数 管理消耗計 振興消耗計 補助金計 公費計

1　年 53 15,178 5,300 20,478 1,085,334

2　年 61 7,751 4,900 12,651 771,711

3　年 53 3,270 2,400 5,670 300,510

Ｎ 0 0

中 0 0

0 0

特別支援 1 5,792 4,900 10,692 10,692

2,168,247 一人あたり 4,874 12,076 0 16,950

1　年 100 17,507 0 17,507 1,750,700

2　年 111 10,671 0 10,671 1,184,481

3　年 123 1,213 0 1,213 149,199

Ａ 0 0

中 0 0

0 0

特別支援 0 0

3,084,380 一人あたり 3,102 8,227 0 11,329

公費及び学校徴収金における教育活動費の調査について（中学校）

3,885,941

合計

学校徴収金については、26年度（今年度）計画額を、一人あたりで計上。

公費については、25年度実績額を計上。

334 9,235 343 1,063,941 2,822,000

0 2,983,135

合計

168 12,906 176 857,782 2,125,353

学校名 学年

学校徴収金　（26年度予算で計上） 公費　（25年度実績で計上）

1　年 5 9,137 3,650 12,787 63,935

2　年 14 9,154 9,154 128,156

Ｄ 3　年 9 9,636 9,636 86,724

小 4　年 12 9,976 9,976 119,712

5　年 12 8,991 8,991 107,892

6　年 10 7,813 7,813 78,130

特別支援 0 0

584,549 一人あたり 6,736 6,283 0 13,019

《　記入上の注意点　》

（１）　部活動に関する経費、遠足代等活動費、備品費、進路対策は計上しない。
（２）　管理消耗品費は、コピー代、インクカートリッジ、印刷機用マスター、印刷機用インク、紙代を計上する。

学校徴収金については、26年度（今年度）計画額を、一人あたりで計上。

公費については、25年度実績額を計上。

合計

62 9,428 71 478,258 446,121 924,379

《　記入上の注意点　》

（１）　部活動に関する経費、遠足代等活動費、備品費、進路対策は計上しない。

（２）　管理消耗品費は、コピー代、インクカートリッジ、印刷機用マスター、印刷機用インク、紙代を計上する。



（ウ）物品購入にかかる在庫管理 

○ 教職員には、在庫が少なくなったら報告し合う等の共通理解が必要である。 

→適正な在庫管理はお互いのためであり、共通理解を図ることで教職員との連携の基礎

も構築しやすい。 

（エ）打合せ等における連絡 

○ 口頭による連絡だけでなく、目に見える（後に残る）形での周知が必要である。 

（オ）教材備品の整備（備品管理・購入事務） 

○ 購入計画作成時の参考になるような工夫（要望をその都度記録した“購入希望品リス

トボード”、“あったらいいなノート”等の活用） 

○ 備品整理や廃棄事務の推進のため、新規購入や現有備品の更新への提案を行う。 

イ 子ども・保護者・地域との連携  

（ア）子どもアンケートの実施、「事務だより」の活用 

○ 学校で生活する児童・生徒の視点での要望を把握する。（新たな発見へつながる。） 

○ 子ども版「事務だより」の発行から保護者版「事務だより」への拡大も可能である。 

（イ）私費負担金の保護者監査の実施 

○ 学校の情報を公開することにより、保護者の意見を聴取し改善の足掛かりとする。 

→監査の結果（集金項目・金額の是非等）を学校運営に生かしていく。 

ウ 市村教育委員会（行政）との連携〔市村単位の財務課題とそれらの解決策〕 

（ア）安達地区内における各市村の財務課題 

○ 学校予算の配分（基準）が学校の現状に合っていない。（時代にそぐわない。） 

○ 備品購入費や印刷製本費の配分額が実態に合っていない。 

○ 消耗品と備品の区分が明確でなく、消耗品も形を変えれば備品として取り扱われる。 

○ ＰＣ関連・事務機器等のハード面が整備されても必要となる維持費（消耗品費）が増

額されていない。 

○ 学校配当予算が少なく、“補助金”に頼った予算運営となっている。 

○ 現状の学校予算では、教科・学年への予算配分は不可能な状況にある。 

○ 学級費を徴収しないと教育活動が成り立たない。 

→学校間で差異が生じないよう、同一市町村では同じ基準で運営されていくべきである。 

（イ）解決策 

○ 学校サイドと教育委員会が話し合える環境を構築し、現状を訴える手法を検討する。 

○ 学校からの財務事務にかかる要望内容について、お互いの現状（内情）や立場を理解

し合うための話し合いの場が必要である。 

○ 「学校事務の共同・連携実施」の組織を活用し、財務課題に関して協議できる機会を

設定していく。 

 

③ まとめ 

研究の結果から、各校がそれぞれ抱える学校財務事務にかかる課題について、個々の学校事務

職員では解決が困難なケースであっても『連携』という手段を活用することによって解決策を見

出せる可能性が広がることを確認することができた。また、その連携のあり方については、連携

の形態や連携の対象ごとに様々な方法があるととらえられる。連携する組織の目的や役割を検証

し、連携によって得られた成果を、市町村レベルで共有化が図られるよう連絡・調整機能を充実

させる。 

  



４ 成果と課題 

学校財務事務の課題解決を図るための方策「課題解決シート」に安達地区事務研全体で取り組んだ

結果、「公費」「私費」や地域を問わず、各学校の教育環境や地域性による多岐にわたる課題が明らか

になった。 

各会員がそれらの課題に対して様々な対応をしており、同じ課題を持つ会員への課題解決に大きな

役割を果たすシートとなった。それぞれの課題を個々のものとせず、思いを共有し、解決に向けた方

策をお互いに考え合うことが、解決に向けた大きな力となった。また、解決に向けては学校内で課題

の共有を図ることが重要である。予算の確保については市村教育委員会との連携も重要である。その

ためには市村内学校の参考となる情報は効果的であり、「課題解決シート」はそれについても大きな役

割を果たし、会計事務の省力化や集金項目の見直しや減額等、保護者負担軽減にもつながった。 

また、今回の取り組みで、学校事務職員の学校現場における「学校予算」に対する思い入れの深さ

や、改善に向けての工夫等、真摯に取り組んでいる姿を再認識することができた。 

今後の課題として、校内においては、「予算委員会」「企画・運営委員会」等への参加など、学校運

営に積極的に関わり、予算運営と学校運営が有機的につながる体制を作っていくことが重要である。

また、決して潤沢ではない予算の効果的な執行を図るためには、学校予算を透明化し、予算に対する

思いを教職員間で共有していくことが大切で、学校事務職員の経験と蓄積された判断も重要となって

くる。 

市町村に関しては、昨今、財政が厳しさを増してきており、今回の研究で明らかになった課題の解

決に向けた方策をどう具体化していくか、教育委員会等との連携で、今後、その方向性を探っていき

たい。 

 

５ おわりに 

学校予算は、教育活動を円滑に行うために重要であり、私たち学校事務職員が学校運営に関わる上

でも重要な領域である。 

学校配当予算（公費）は、年々厳しくなっているが、子どもたちの学校生活や学習活動を支障なく

行えるように運営していく必要がある。私たち学校事務職員は、学校の予算(公費と私費)を把握でき

る位置におり、今回の研究を進めていく中で、子どもたちの学校生活や学習活動における費用は、そ

の多くで私費が公費を上回っている現状が分かった。また、市村ごと学校ごとによって配当予算に違

いがあり、保護者負担経費にも差が生じていることが分かった。 

義務教育という子どもたちが学ぶ教育の現場において、市町村の財政や学校の事情によって生じる

その差を、私たちはどうとらえるべきか、考えることが重要である。 

与えられた「予算」という情報を学校現場で発信していくのが、私たち学校事務職員の役割であり、

他の教職員はもちろん保護者や地域、行政とのつながりをさらに深め、効果的に運営するための予算

への知識の蓄積とシステムの構築をめざしていく必要がある。そして、それらを次世代の学校事務職

員に継承していくことが、学校をより良い学習環境の場にしていくことにつながると、今回の研究で

再確認することができた。 

安達地区事務研では長年、財務領域での研究をしているが、まだまだ解決しなければならない課題

はたくさんある。この分科会で、今回の発表を糸口に、他地区での予算の考え方や財務事務のあり方

について、意見交流をしたい。そして、出されたたくさんの意見を力として、子どもの学びを支援す

る学校事務のあり方をさらに追究していきたい。 

  



 平成２８年度版  ※ 二本松教育委員会が平成２年度から実施 

 

父母負担軽減措置に伴う教材・教材消耗等支出基準 

【教育振興教材等整備推進事業】 

１ 目 的 

  教材費の父母負担軽減措置を図った内容が、適正に執行されるようにする。 

 

２ 支出基準 

 ⑴ 学級・教科等運営費【小基：126,300 円、児：850 円、学級：7,800 円】 

【中基：190,800 円、生：800 円、学級：9,200 円】 

  ① 学級費、児童（生徒）会費等の学級徴収金を市費で支出し、父母負担を軽減する。 

  ② 教材・教具修繕  配当表参照 

  ≪例示≫ 

 中質紙・ザラ紙、画用紙・色画用紙、ラシャ用紙・模造紙、半紙、各種ボール紙 

 学級日誌、封筒、ホッチキス・針、セロテープ、ガムテープ、スタンプ台 

 フィルム、輪ゴム、のり、ボンド、画鋲、ファイル、図書（貸出）カード 

 クリップ、墨液・朱液、綴じ紐等 

 ⑵ 学習指導教材費【小・中学校：7,420 円、児童生徒：50 円】 

  ≪例示≫ 

 水槽セット（金魚等飼育）、各種球根、花の種、版画板・版画インク、ニス・ 

 ボンド、色紙、折り紙、工作用具、文集あだち、糸のこ刃、教材ニュース、 

 小・中学生新聞、放送テキスト等 

 ⑶ 教材消耗品費 

① 小学校【児童：2,200 円】  中学校【生徒：6,060 円】 

② 順位に従い必要な教材を選択、配当枠内で教材消耗品費を支出する。 

  ≪例示≫ ※ 例示であり、「採用すること」という意味ではない。必要最小限に。 

順 位 種 別 小学校（対象学年） 中学校（対象学年） 

第１順位 
準教科書 

副読本 

道徳（全学年） 

体育（３・６年） 

安全読本（３・６年） 

健康手帳（全学年） 

夏休みの友（全学年） 

歌の本（全学年） 

道徳（全学年） 

中学生の進路（全学年） 

安全読本（全学年） 

中学体育（全学年） 

夏休みの友（全学年） 

ことばの学習（全学年） 

第２順位 学習資料 

社会科資料（４・６年） 

安達の地図（３年） 

書き方ノート（全学年） 

新体力テスト（全学年） 

中学歴史資料（全学年） 

中学地理資料（１・２年） 

中学公民資料（１・２年） 

他各種資料（１・２年） 

新体力テスト（全学年） 

第３順位 
学習帳 

練習帳等 

白地図（４・５年） 

社会科作業帳（４・５年） 

音楽学習帳（４・６年） 

家庭科学習帳（５・６年） 

音楽学習帳（全学年） 

技術・美術ノート（全学年） 

美術鑑賞（全学年） 

数学の友（全学年） 

第４順位 テスト・ドリル 

 

 



⑷ 進路対策費 

① 中学校 ３年生【生徒：10,510 円】 

  ② 進路対策費の一部を市費で支出し、父母負担を軽減する。 

  ③ 支出内容は、問題集や学習資料等とする。 

⑸ その他 ※目的に合わせて執行すること 

① 実験実習教材費 【児童：390 円、生徒：463 円】 

    生活科学習活動費【小・児童：750 円】 

    児童生徒図書費（準教科書は除く） 

            【小：49,440＋790×児童数】 

【中：69,660＋793×生徒数】 

② 特別支援学級運営費    【小・中：学級 15,450 円】 

    特別支援教育関係研究図書費【小・中：学級  8,240 円】 

    クラブ活動費        ※配当表参照 

 

３ 各種徴収金についての方針 

  学級・教科等運営費、教材消耗品費等を市費より支出していることに鑑み、次の項目の父母から

の徴収金は、全廃又は最小限に留めること。 

 ⑴ 全廃する徴収金 

  ① 視聴覚費（映画鑑賞教室や演劇鑑賞教室は別途集金のこと） 

  ② 児童（生徒）図書費 

  ③ 児童（生徒）会費 

  ④ 学年費 

  ⑤ 給食運営費（学校給食費以外は徴収しないこと） 

  ⑥ 諸用紙代 

 ⑵ 必要最小限に留める徴収金 

  ① 教材費 

  ② 卒業積立金 

  ③ 進路対策費 

  ④ 部活動（後援会）費 

  ⑤ その他 

 ⑶ 学校徴収金より支出してはならないもの 

  ① 諸用紙（ザラ紙、中質紙等）、医薬品（児童生徒・職員用） 

  ② 清掃用具（ワックス、モップ、ほうき、トイレットペーパー等） 

  ③ 給食用消耗品、運動用具（ボール等：部活動を除く） 

  ④ 児童生徒図書、掲示用写真、教材ニュース、小・中学生新聞 

  ⑤ 各種表彰状（賞状）、卒業証書、卒業証書筆耕代 

  ⑥ 光熱費（進路対策のための石油・電気料等） 

 ⑷ 学校徴収金からの支出を必要最小限に留めて欲しいもの 

  ○ 教材基準により購入できる教材備品 


